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史跡和歌山城 第 19次調査
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財団法人 和歌山市文化体育振興事業団



本書は、当財団が平成 10年度 (1998年度)及び 11年度 (1999年 度)の 2年

間に行つた和歌山市内の遺跡発掘調査の概要をまとめたものです。

調査の結果、主な遺構 として、秋月遺跡では弥生時代の石器製作に関する掘 り穴

や古墳時代の建物跡、山口遺跡では古墳時代の水田跡や室町時代の建物跡、神前遺

跡では弥生時代の水田跡、和歌山城では二の丸の月見櫓や駿河櫓などの基礎構造、

また二の丸 と西の丸の間の堀に架けられていたとされる 「御橋廊下Jに関する礎石

などを検出し、遺跡の様相を明らかにすることができました。

以上、当財団の調査による新たな学術調査成果は、郷土の歴史を語る上でなくて

はならない重要な視点を与えることにな りました。本書が私たちの郷土に関する歴

史知識を豊かにすることを願ってやみません。

本書出版に際して、発掘調査にあたって多大の御協力をいただいた地元の皆様及

び本書編集にあた り種々の御教示を賜わ りました先生方に厚 く御礼申し上げます。

平成 14年 (2002年)3月 31日

財団法人 和歌山市文化体育振興事業団

理事長 喜 多 誠 一



例

1.本書は、平成 10年度 (1998年度)。 11年度 (1999年度)に実施した和歌山市内における埋

蔵文化財発掘調査事業の概要を掲載するものである。

2.本書に掲載の調査については、既に報告書を刊行したものもある。未完のものについては報告

書が刊行された際には、その報告をもって正式報告とする。

3.本書の執筆については、執筆分担の文責を文末に記載し、編集は北野隆亮が行った。

4.埋蔵文化財発掘調査及び本年報作成は、以下の事務局組織で行った。

【事務局組織 (埋蔵文化財関係)】

埋蔵文化財発掘調査

【平成 10年度 (1998年度)】

和歌山市教育委員会

教育長 山口喜一郎

文化振興課長 久保隆司

文化財班長  小松 1育 甫

財団法人和歌山市文化体育振興事業団

理事長             北氏 武

事務局長            松田優輝 (～平成11年 1月 )

総務課長            川寄健治

事務員 (埋蔵文化財事務担当)  奥野勝啓

学芸員 (埋蔵文化財発掘調査担当)北野隆亮

学芸員 (     〃     )井 馬好英

学芸員 (     〃     )奥 村 薫

学芸員 (     ″     )高 橋方紀

学芸員 (     〃     )吉 田綾子 (～平成10年 11月 )

学芸員 (     〃     )藤 藪勝則 呼成10年 8月 ～)

学芸員 (     〃     )り |1口 修実 (平成11年 1月 ～)

財団法人和歌山市文化体育振興事業団

理事長             伊藤 明

事務局長            藤田光彦

総務課長            川寄健治

事務員 (埋蔵文化財事務担当)  奥野勝啓 (～平成11年 7月 )

主 事 (    〃    )  西山佳宏 呼成11年 8月 ～)

学芸員 (埋蔵文化財発掘調査担当)北野隆亮

学芸員 (     〃     )井 馬好英

学芸員 (     〃     )奥 村 薫

学芸員 (     〃     )高 橋方紀

学芸員 (     〃     )藤 藪勝則

学芸員 (     〃     )り |1口 修実
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学芸員

前田敬彦
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財団法人和歌山市文化体育振興事業団
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I.は じめに

1.平 成 10年度 (1998年度)の調査

和歌山市における平成 10年度 (1998年度)の本財団の発掘調査受託事業は7件である。

調査に至った原因としては、店舗建築などの民間受託が 2件に対して市道建設などの公共的な調

査が 5件 を数え、比率的には公共的な調査が主体を占める。昨年度までの民間開発優勢の調査原因

に対して逆転 した形となった。公共的な調査では和歌山城の石垣改修などの史跡整備に伴 う調査が

2件行われたことが目に付 く。また、和歌山市教育委員会が直接調査を行つた事業では、民間の店

舗建設に伴うものなどが 4件であり、公共的なものはみ られなかった。 このことは、財団の調査 と

は逆の傾向であるといえる。

これ らの調査で、いくつかの重要な成果が得 られているので以下にまとめることとする。

弥生時代

弥生時代のものは、太田・黒田遺跡の南西端部にあたる第 44次調査で中期の清などを検出し、

遺跡の南西端部にも遺構の存在することが確認された。また、和歌山平野南部に位置する神前遺跡

第 3次調査では弥生時代前期～中期初頭の水田遺構を検出した。神前遺跡は第 1次調査で弥生時代

前期の土坑 1基、後期の清 1条を検出し、周囲に弥生時代集落の立地することが推定されていた。

今回、水田遺構を検出したことは、その集落に対 しての農業生産域を検出したといえ、神前遺跡の

実体解明に貴重な資料を提供 したといえる。

【1998年度調査一覧表】

番 号 調  査  名 原 因 調査期間 面  積 調 査 概 要 11当 者名 備   考

1 西庄遺跡 土砂採取 4月 4511i
古墳時代の 11坑 と1主 穴を検出し、製

塩上器と滑石製子持勾玉などが出土。

馬

橋

井

高

2 史跡和歌山城第 19次 史171JF整 備 7月 ～ 12月 10001ゴ

二の丸北側櫓台 (月 見櫓・物見櫓・

駿河櫓)の 基礎構造及び石垣構造を

確認。

北野

奥 lNl

3 鳴神V遺跡第 7次 店舗建築 7月 100ぽ
占墳時代の遺構面で清 。L坑・ビッ

トを、鎌倉時代の遺構面で溝・上坑

を検出。

碑i橋

4 山口遺跡第 6次 小学校敷地拡張 7月 へ́ 9月 214111
占墳時代の水円、室町時代の掘立小]

建物などを検出。
井 馬

鳴神V遺 .rl第 8次 市道建設 9月 ～ 10月 60耐 江戸時代の溝、 11坑を検出。
高橋

藤藪

6 史跡和歌山城第20次 石垣改修 11月 ～ 1月 110111
裏坂登り日に位置する結品片岩石垣

の構造を確認。
高橋

7 神前遺lT l第 3次 遺跡実態確認 1月 ～ 2月 70ポ

水田、竹林、宅地の 3ヶ 所を調査し、

弥生時代前期の水円、鎌倉H寺 代の井

戸などを検出。

井馬

川 LI

8 鳴神V遺跡第 6次 店舗建設 7月 71ず
古墳時代のt坑・柱六、鎌倉時代の

溝などを検出。
前 田 市教委調査

9 井辺遺跡第 4次 宅地造成 7月 25ぽ 古墳時代の土坑を検出。

有功遺跡第 2次 共同住宅建設 8月 ～ 9月 40111 時期不明のビッ ト列を検出。 益田

11 k田 ・黒田遣跡第44次 集合住宅建設 11月 43■f 弥生時代の清などを検出。 前 田



古墳時代

古墳時代についても多 くの遺構 。遺物を検出した。西庄遺跡で後期の土坑 と柱穴群を検出し、多

量の製塩土器と共に滑石製子持勾玉が出土 した。鳴神 V遺跡では遺跡の南西端部で行った第 7次調

査で中期の遺構面を確認 し、清 。上坑・ビットなどを検出した。井辺遺跡でも古墳時代初頭のt坑

などが検出されている。

鎌倉～室町時代

鎌倉時代のものは鳴神 V遺跡第 7次調査で遺構面を確認 し、清・土坑などを検出した。また、神

前遺跡の第 3次調査では井戸などを検出している。

室町時代では、紀ノ川右岸に立地する山口遺跡第 6次調査で掘立柱建物などを検出した。また、

この調査について、注 目すべき遺物 として、高台内底面に 「定□為公用Jと朱書きされた中国製青

磁盤が出土 している。

江戸時代

江戸時代については、史跡和歌山城二の丸北側の櫓台上を調査 した第 19次調査で月見櫓 。物見

櫓・駿河櫓などの基礎構造の一部を確認することができた。月見櫓については、焼土層の検出や部

分的な調査ではあるが下層断割調査の所見か ら、焼土層に示される火災を前後 した時期にそれぞれ

規模の異なる建物が建て られていたことを明 らかにすることができた。また、駿河櫓の東側入口部

分にあたるところで瓦製の導 を用いた、いわゆる 「四半敷きJの床面を検出した。その他、櫓台に

関する砂岩を用いた石垣について、裏込石材の種類や構築角度などの構造の一部を確認することが

できた。また、裏坂登 り口に位置する結晶片岩を用いた石垣を調査 した第 20次調査においても、

石垣の裏込石材の状況や構築角度など構造の一部などを確認した。

2.平成 11年度 (1999年度)の調査

和歌山市における平成 11年度 (1999年度)の本財団の発掘調査受託事業は 4件である。

調査に至った原因としては、店舗建築などの民間受託がみ られず、小学校プール建設などの公共

的な調査が 4件であり、比率的には公共的な調査が全てを占める。昨年度に引き続いて民間開発の

調査原因が減少し、影を潜める形となった。公共的な調査では和歌山城の石垣改修などの史跡整備

に伴う調査が 2件行われたことが目に付く。また、和歌山市教育委員会が直接調査を行った事業で

は、公共的な歩道拡張工事に伴うものが 1件であ り、民間開発の調査原因は財団同様み られなかっ

た。 このことは、民間開発の調査原因が激減 したことを示すものであるといえる。

これ らの調査で、いくつかの重要な成果が得 られているので以下にまとめることとする。

弥生時代

弥生時代のものとしては、秋月遺跡の第 8次調査で前期の自然流路 と石器製作に関わるとみ られ

る土坑を検出した。特に、検出した自然流路は秋月遺跡の東縁部を北東か ら南西に流れる規模の大

きなもので、当時の古環境を復原するための貴重な資料提供であるといえる。また、石器製作に関

する土坑の検出についても、秋月遺跡における弥生時代の集落に関する遺構の初確認であろう。

古墳時代

占墳時代について、高井遺跡第 2次調査で前期及び中期の竪穴住居をそれぞれ 1棟、後期のピッ
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卜などを検出した。 このことによって、それまで実態の不明であつた本遺跡は古墳時代を通 じて継

続 して営まれた集落遺跡であることを明らかにすることができた。

平安～鎌倉時代

平安時代のものは、高井遺跡第 2次調査で検出した掘立柱建物群がある。 この調査では掘立柱建

物を 8棟以上検出することができ、当地に平安時代の集落が展開することを明らかにした。また、

中国製白磁、緑釉・灰釉陶器、瓦、圏脚円面硯などの出土や遺跡周辺に南海道のルー トが復原され

ていることなどか ら、当遺跡で検出した平安時代の集落は近隣に存在する紀伊国府や直川廃寺跡な

どと関係の深かった可能性を指摘 した。また、秋月遺跡でも土坑などを検出している。

鎌倉時代は、高井遺跡第 2次調査で掘立柱建物 と土葬墓などを検出した。土葬墓は北宋銭が 15

枚以上出土 し、周辺に集石遺構が 2基み られることなどか ら高井遺跡の鎌倉時代集落は丘陵裾の集

落縁辺部に墓域を形成 していたものと考えられた。

江戸時代

江戸時代については、史跡和歌山城第 22次調査で二の丸 と西の丸間に架けられた 「御橋廊下J

の橋脚基礎部分の礎石などを検出した。特に 「御橋廊下Jは いくつかの絵図に描かれてお り、今回

の調査での具体的な遺構の検出はそれ らの絵図史料 との比較検討を可能にすることができたといえ

る。また、周囲の石垣裏込石材の状況や構築角度など石垣構造の一部なども確認 した。

【1999年度調査一覧表】

匡
丁
．

番 調  査  名 原 因 調査期間 面  積 調 査 概 要 担当者名 備   考

12 高井遺跡第 2次
小学校ブール建

8月 ～ 10月 6001ゴ

古墳時代の竪穴住居、平安時代の掘

立柱建物、鎌倉時代の掘立柱建物・

土葬墓を検出。

北野

井馬

川口

13 府中遺跡 遺跡実態確認 11月 ～ 12月 26011i 時期不明の石敷状集石遺構を検出。

北野

晰橋

藤藪

秋月遺跡第 8次 屋内運動場建設 ll月 ～ 2月 9001ゴ

弥生時代前期の自然流路、石器製作

上坑、古墳時代の溝・十坑・堅穴住

居、鎌倉時代の土坑などを検出。

井馬

藤藪

川国

15 史跡和歌山城第22次 IFE浚渫 12月 ～ 3月 500rゴ
絵図に描かれた 「御橋廊 ド」の橋脚

遺構を確認。
高橋

史跡和歌山城第21次 歩道拡張 9月 ～ 10月 20ぽ 内堀に関する石垣を検出。 益 田 市教委調査
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Ⅱ.埋蔵文化財の発掘調査概要

[平成 10年度 (1998年度)]

西庄遺跡 発掘調査

調 査 地 和歌山市西庄55923番地

調査面積 45ぽ

位置と環境

西庄遺跡は、広義の和歌浦湾に面しており、海岸砂州の内側に位置する。遺跡の範囲は東西 900

m、 南北約 400111に広がつており、古墳時代を中心とした海浜集落として知られている。これまで

県道拡幅に伴う調査によって多くの製塩炉や住居址が確認されており、西庄遺跡が漁村としての性

格を保ちながら大規模に土器製塩を行つていた遺跡であることが判明してきている。今回の調査地

は遺跡のほぼ中央部に位置する。

調査内容

調査対象地において東西 5 rll、 南北 9mの約 45ぽの調査区を設定した。調査地の現状は畑地で

あり、地表面の標高は 5.2～ 5.3111を浪1る 。基本的な土層堆積状況としては、まず現地表である現

代の耕作土 (第 1層 )が約 45mの厚さで堆積する。第 2層 は鎌倉時代の遺物包含層である。さら

に下層の第 3a層は古墳～奈良時代、第 3b層は古墳時代後期の遺物を多く包含しており、この第

3層掘削後の第 4層 L面において古墳時代の遺構を検出した。また第 4層は無遺物層であり、土層

の観察から第 3b層、第 4層が南側に傾斜を持つて堆積することを確認した。

遺構は第 4層 上面において検出した土坑 3基、柱穴 4基である。遺構内や包含層出土の遺物から

考えて古墳時代後期のものと考えられる。遺構面の標高は 4.4～ 4.2mを測る。土坑 1か らは陶邑

―

― r l―
一 一 一 ―

J

調査位置図

-4-

燃渕鋼

,懺  (  評ヽ∫

`ら

,ヽφ諄 セ``/‐るこヽ ミトザ



編年の TK209型 式に併行するとみられる須恵器片

が、土坑 3か らは丸底 I式の製塩土器が多く出土し

ている。なお検出した遺構のうち土坑としたものに

ついては、柱穴の可能性も考えられる。

遺物は遺物包含層を中心に須恵器、土師器、製塩

土器、瓦器、土錘、石器、石製品等が出土しており、

また、その他の遺物としてフイゴ、炭、軽石、貝類、

魚介類、また鹿や猪とみられる獣骨や馬の歯もみら

れる。時期としては古墳時代後期から奈良時代のも

のが多くみられ、その量はコンテナに約 10箱を数え

る。遺構に伴う遺物は細片が多く図化できなかった

が、陶邑編年 TK209型式の須恵器や丸底 I式の製塩

上器などが出上している。

出土遺物の中で特筆すべきものとして、滑石製の

子持勾玉がある。出土位置は調査地のほぼ中央東端

で、第 3b層から出土した。平面形は C字状であり、

断面は方形を呈する。色調は暗青灰色である。法量

は全長 12.O cm、 幅 7.8 cm、 最大厚 3.2 cm、 重さ 260

g、 子勾玉の長さは 2.2～ 2.8 cm、 高さは 5～ 8 mmを

測る。子勾玉は両側面、背面にそれぞれ 5個ずつ、

計 15個配され、ヘラ状工具により連続して作り出さ

れている。また腹部には、子勾玉の代わりに長さ 1.4

cmの柱状の突起がみられる。紐穴の穿イL幅は 4 mmで 、

両面から穿たれている。本例は出土した遺物包含層

の時期から6世紀代のものと考えられるが、子勾玉が

鰭状に連続して明確な単位を持た

ず、全体的に簡略化の傾向が窺える。

まとめ

周辺で行われた調査では、北側約

50mの地点において竪穴住居群が、

西側約 150mの 地点において石敷

製塩炉が多く検出されている。周辺

の状況と今回検出した遺構を勘案す

るならば、今回の調査地は居住域の

縁辺部で、作業域との境界付近に相

当するものと思われる。 (高橋方紀)

撻ヽ キY=-82094m

x=-192955m

― ――― J

遺構平面図
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乙 第 19次発掘調査

調 査 地 和歌山市一番
「

3番地

調 査 面積  1,000ぽ

位置と環境

史跡和歌山城は紀 ノ川 ド流域南岸の平野部のほぼ中央に立地する。和歌山城の築城は、天正 13

(1585)年 に紀州を領有 した豊臣秀吉によって行われた。秀吉は紀州を異父弟である秀長に治めさ

せたが、秀長は和泉 。大和を合わせて領有 したため大和郡山城に在城 し、家臣である桑山重晴に城

代として入城させた。入国年内には本丸などが完成 していたとされるが、詳細は不明である。その

後、慶長 5(1600)年 に関ヶ原の戦いに勝利 した徳川家康が、大坂城の豊臣氏を牽制するために浅

野幸長を入城させた。入国後の幸長は、大規模な城の普請や城下の建設を行ったとされる。元和 5

(1619)年 に浅野氏は広島へ転封され、それに代わって徳川頼宣が入国し、以後明治 6(1873)

年の廃藩置県による廃城まで徳川氏における紀州支配が続いた。

調査内容

調査は、二の丸跡整備予定範囲内において行つたものであり、調査地は和歌山城二の丸跡内の北側

堀に面した石垣上の櫓台部分である。櫓部分は北東隅の 「月見櫓」、北西隅の 「駿河櫓J、「駿河櫓 J

から東へ距離約 50mの櫓台上にある通称 「物見櫓Jの 3ヶ所であり、「月見櫓Jを 中心とした東西約

13m、 南北約 22mの調査区約 300ぽをA区、「駿河櫓Jと 「物見櫓Jをつなく
゛
櫓台部分を中心とし

た東西約 68m、 南北約 10mの範囲約 700ピを B区と設定し、合計画積約 1,000ピ を調査した。
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以下、主要な遺構について記述を行 う。

AIズ の調査対象地は、江戸時代末頃に描かれた

「和歌山御城内惣御絵図」か ら「月見櫓」、 「多

聞櫓J、 「土塀」に関連する遺構が検出されるこ

とが予測で きたが、明治時代以降の土地利用 に

伴って埋没 してお り、調査自1に は石列状に櫓台二

の丸側石垣 L部 が部分的 に露 出 している状況で

あった。

調 査 の 結 果、 「月 見 櫓」、 「多 聞 櫓」、 「土

塀Jの ほか、新たに絵図に描かれていない櫓台内

面 (二の丸側 )の 石lHの構造をLIHら かにすることが

でき、新たに検出した二の丸側の櫓台内山i石 I「l側

面に 26ヶ 所、石垣上面に 2ヶ 所、北側土塀基礎部

分 に置かれ た石材側 面 に lヶ 所 の 合計 19種 類

30ヶ 所に 「刻印Jが施刻さねていることを確認す

ることができた。

「月見櫓Jは東西約 1().4m、 南北約 8.4mの 規

模を測 り、櫓のほぼ中央部で砂岩の礎石を 3基検

「月見櫓」 Jし面石垣 (北東から)

調査地近景 (北西から)

出した。またこの櫓を東西に貫 く断層状の亀裂を検出し、 この亀裂による櫓の中央部礎石の大きな

傾斜や櫓台石垣の陥没を確認 した。 これは原因の一つとして地震によるものと考えられた。明治初

年の古写真に 「月見櫓」が確認できることか ら地震はこれ以降に起 こったものと考えられる。また、

櫓内の堆積層、石垣、礎石に焼 f_や 赤変 した痕跡を確認 したことか ら大規模な火災にあったことを

推定することができる。

さらに 「月見櫓Jの南側において確認 した 「多聞櫓Jは、東西約 6.3m、 南北約 10.15mの 規模

を汲1る。内部構造については、砂岩の礎石 と礎石抜き取 り跡を確認 した。また 「月見櫓Jと 同様に
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火災の痕跡も確認することができた。また、「月見

櫓」櫓台の西側に連結する土塀ついては、土層観

察か ら基底部では南北幅約 80 cmの 規模を測るほか、

石垣上に木材などを使用せず、直に土壁を構築 し

た後に約 5 mmの 厚みをもつ白漆喰を塗っていた こ

とが窺えた。さらに、北堀側の石垣天端において

方柱状の石材が約 3051nの間隔で 3個、調査区外

に 8個、合わせて 11個設置されているのを確認 し

た。 この石材は土塀の狭間に伴 う可能性が考え ら

れる。「多聞櫓J櫓台の南側 に連結する塀は、「月

見櫓」西側の土塀の基礎構造 と比較すると、撹乱

な どの影響で壁土や漆喰、石IB天 端に方柱状の石

材を確認できなかったが、西側同様の構造を持つ

土塀であつたものと考えられる。

これ らの他、櫓台内面 (■ の丸側)石垣側 に石

垣構築に伴 うと考え られる埋設石積を lヶ 所で検

出した。

B区調査対象地は、絵図か ら 「物見櫓」、「駿河

櫓」 とこれ らに付属建物、「多聞櫓Jな どに伴う遺

構が検出されることが予測できた。

調査区東側では、絵図に記録 された 「物見櫓」

とこの櫓台東側の付属建物、 「御小納戸蔵Jの 西

側の一部を調査 した。 「物見櫓」は東西約 9.4m、

南北約 8.3mの規模 を沢1る。 「物見櫓」櫓台石垣

は、他の北面二の丸櫓台石垣 と比較すると、東西

両側で約 4.5m分 が北側の堀 に突出するように築

かれているものである。 「物見櫓J東側の付属建

物は、東西約 11.9m、 南北約 8.05mの規模 を測

る。 この櫓台南面の石垣には東西約 2.85m、 南北

約 2.05mの規模を測る階段 1が とりついている。

また、 「御小納戸蔵」か ら東側の櫓台は、西側よ

り約 70 cm石垣が低 く積 まれていた。 「御小納戸

蔵Jは、南北約 6.6mを測 り、東西約 3.2mの範囲

を調査 した。

調査区西側では、東西約 6.15m、 南北約 6.3m

を測る 「駿河櫓J東側付属建物を検出し、この櫓台

下面において、 「導敷」を検出した。また建物の東

「月見櫓」櫓台・土塀 (南東から)

石垣沈下状況 (西 から)

埋設石積・櫓台石垣基底部 (北 から)

「物見櫓」から「駿河櫓」にかけての北面石垣
(北西から)
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西両端は、長さ約 20 cm、 厚さ約 3 cmを 沢1る 「L」

字状の瓦によって区画されていた。この 「LJ字状

の瓦に沿つて、約 5 mm幅 の漆喰を検出し、この建物

の壁が漆喰で整えられていたことが明らかとなった。

壁の幅は、西側約 50 cm、 東側約 20 cmを推定するこ

とができ、東西の壁の厚みが異なるのは、西倶1が

「駿河櫓Jと接する部分であるためと考えられる。

また、 この櫓西南角にあたる石垣天端のイf材 に

幅約 20 cm、 深さ約 2 cmの 「IンJ字状の満が彫 り窪

め られていた。 このことか ら、南側の壁の厚さは

約 20 cmを 推測することができ、東壁とほぼ同じ厚

さであった ものと考え られる。この 「導敷」は、

建物の土間にあたる床面を増で整備したものである

と考えられる。さらに、この建物東側の階段 5は石

垣に組み込まれており、直方体の砂岩石材を用いて

7段分積まれていることを確認した。 「駿河櫓J櫓

台は束西約 8.2 nl、 南北約 10.2mの規模を測る。

このほか、土層断面を観察 した結果、櫓台内部

の結晶片岩で整地された石材に赤変 したものを確

認することができ、 「駿河櫓」の西面石垣の天端

石材にも赤変 した痕跡がみ られ、火災の痕跡が窺

える。また、 「駿河櫓J南 側の付属建物は束西約

6.35m、 南北 4.85 nl以 卜の規模を沢1る ものである。

まとめ

調査の結果、櫓台上において多くの礎石を検 |||

し、それぞれの櫓、土塀及び櫓に付属する建物跡

などの基礎構造や規模等、二の丸櫓台石垣構築の特徴、櫓台内画i

伴うと考えられる埋設石積、 「駿河櫓J附属建物跡検出の 「博敷J

ことができた。

B区 全景 (東 から)

B区 全景 (南西から)

導敷 全景 (南東から)

(■の丸側)石垣側に石垣構築に

遺構などについて明 らかにする

またA区及び B区において、 ド層調査のためのサブトレンチを合わせて 16ヶ所設定したが、 5ヶ所

において裏込の結晶片岩礫上面が火を受けた痕跡及び焼土層を認めた。これは、大規模な火災を受

けた跡であるとみられ、おそらくは調査区内にあった建造物の多くは被災したものとみられる。江戸時

代の当地での火災記録によると、明暦元 (1655)年 11月 13日 のものが状況的に良く 致́し、出 L遺

物についてもそれを裏付けるものである。明治初年撮影の写真に写っている「月見櫓」、 「駿河櫓」

及び 「物見櫓」とそれと一連の上塀、多聞櫓等は火災後に再建されたものと考えられる。今回、和歌

山城の実態を明らかにする上で江戸時代後期の貴 重な資料の一端を得ることができた。 (奥村 薫 )
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なるかみ

3.鳴神V遺跡 第 7次発掘調査

調 査 地 和歌山市秋月 318-1番地 他

調査面積 100ぽ
位置と環境

紀ノ川下流域の南岸に広がる和歌山平野は、太田・黒田遺跡、秋月遺跡等多くの遺跡が密集して

いる地域である。鳴神V遺跡は、その中でも花山山塊の西麓に位置しており、調査地周辺では、古

墳時代の水田区画や方形区画墓群、素掘りの井戸や土坑、中世の溝や土坑などが検出されている。

調査内容

調査地は、標高約 4.5mを 測る沖積平野上にあり、遺跡地図上では鳴神V遺跡と秋月遺跡の境目

付近に位置する。和歌山市教育委員会が事前に行った試掘調査の結果、工事予定範囲内でも東側に

良好な遺構面が確認されたため、調査区は調査対象地の東側を中心に幅 2.0～ 2.5m、 長さ 14.5 rll

の調査区を 3ヶ 所、合計面積約 100ぽ を設定し、東より第 1区～第 3区 と呼称した。

調査地の基本的な土層堆積状況は、現地表である現代の整地土 (第 1層)が 5～ 10 cmの厚みを

持ち、その下に第 2層 が約 20 cm、 第 3層が 15～ 20 cm、 第 4層が 10～ 20 cmの 厚さでほぼ水平

に堆積する。また第 2区において下層の状況を確認した結果、調査区北側では第 5層が約 15 cm、

第 6層が 20～ 30 cm、 また第 7層は 50 cm以 上堆積することを確認した。第 2～ 3層は鎌倉時代を

中心とした遺物包含層で、第 4層は古墳時代後期から奈良時代までの遺物を包含している。第 2～

4層は堆積の状況から整地土であると思われる。遺構は第 4層上面において鎌倉時代の遺構 (第 1

遺構面)を検出、第 5層上面で古墳時代の遺構 (第 2遺構面)を検出した。遺構面の標高は、第 1

・‖11 `′

“

|

秋月遺跡

,多ゼ
●ヽ

調査位置図
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深さ 15 cmの 東西に延び

のと考えられる。底部か

が考えられる。

深さ 10 cmの 東西に延び

IY=-73070m

る溝である。単層の覆土
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第 1遺構面平面図
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第 2遺構面平面図
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杯身が出土している。

遺物は、弥生時代の土器・石器、古墳・奈良時代の土師器・須恵器、平安時代の黒色土器、鎌倉

時代の土師器・瓦器などが遺物収納箱 (コ ンテナ)に約 6箱出土した。以下、時代順に主要な遺物

を説明する。

1は弥生土器直口壺で、日径 11.8 cm、 残存高 32.7 cmを 測る。溝 1か ら出土した。外面の体部に

はミガキ、日縁から頸部にかけては縦方向の板ナデのちナデ消しが施されており、内面はナデによ

り調整される。また体部下位には外面からの穿イし、日縁上部には回転運動により施された直径 1.2

cmの穿イLが 2ヶ 所みられる。紀伊第Ⅳ様式併行期とみられる。

2・ 3は庄内式併行期の土器である。 2は土坑 27から出土した甕で、 日径 16.O cmを測る。色調は

淡褐色で外面体部には右上がりのタタキ、日縁部及び内面はナデによる調整がみられる。 3は脚付の鉢

で回径13.6cmを沢1る。器表面は磨滅しているが、外面にはタタキ調整が確認できる。土坑 3から出土した。

4・ 5は土師器である。 4の壺は日径 8.8 cm、 最大胴部径 12.5 cmを 測り、色調は明褐色を呈する。

内外面とも景1離 しているが内面体部下位には板ナデ、上位には指押さえが確認できる。 5は 日径

遺物実測図 1

-12-
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28.6 cmを 測る甕で体部外面にはススが付着している。日縁部は外反

して立ち上がり、端部は調整時のナデにより凹線状に窪んでいる。

体部外面にはタテハケが明瞭に残る。 6は須恵器の高杯で、日径

10.6 cm、 底径 6.2 cm、 器高 6.O cmを測るものである。杯部には全体

の約 2/3に 回転ケズリが施されており、脚部は回転ナデにより貼り

付けされる。 4・ 6は遺物包含層 (第 4層 )、 5は試掘調査時に検出

した土坑から出土した。

7～ 10は土坑 10出土の遺物である。 7は瓦器椀である。日径

14.4 cm、 高台径 5.2 cm、 器高 5.8 cm、 高台の高さは 5 mmを 測 り、色

調は暗灰色を呈する。外面は口縁部がナデにより仕上げられており、

高台付近には指頭圧痕が明瞭に残る。また内面には口縁端部内側に

沈線が 1条巡っており、側面には平行線暗文、見込みには連続輪状

の暗文を施す。 8は土師器の小皿で、日径 8.3 cm、 器高 1.7 cmを 浪1る

ものである。褐色を呈し、底部にはヘラ切り痕を残す。 9。 10は土

だ／‐［一‐‐［〕〕〕

11

m

遺物実測図 2

師器の皿である。 9は 日径 14.5 cm、 底径 8.2 cm、 器高 3.4 cm、 10は 日径 15.O cm、 底径 9。 7 cm、 器

高 3.4 cmを測る。どちらも回転ナデによる調整で、底部に静止糸切り痕を残す。色調は明褐色を呈

する。以上の遺物は瓦器椀の年代観から 12世紀前半のものと考えられる。

11は遺物包含層 (第 4層)か ら出土したもので、暗緑色を呈する滑石製の紡錘車である。直径

4.O cm、 高さ 1.5 cm、 中心孔径 6 mmを 測る。上面及び下面には鋸歯文が施されており、側面には整

形の際の擦 り跡が残る。また上面部は使用による磨滅のため光沢を帯びている。中心孔には錆が付

着しており鉄製の軸棒を組み合わせていたと考えられる。

まとめ

発掘調査の結果、調査区において溝状遺構、土坑、ピットなどの遺構を検出した。特に鎌倉時代

の遺構を多く検出しており、建物の存在が指摘できる。また下層調査において、古墳時代中期の遺

構が確認できた。調査地より約 200 rll南西で和歌山市教育委員会が行った秋月遺跡第 4次調査では、

古墳時代の方形ないし隅丸方形のプランを持つ竪穴住居址が密に検出されており、今回検出した遺

構はこの秋月遺跡の古墳時代集落の一部の可能性が考えられる。

土層の堆積状況を観察すると、第 1～ 4層は整地のために人為的に運ばれた土であることから、

鎌倉時代から整地を繰り返して土地利用を行っていたものと考えられる。また第 6層以下は北側に

向かって傾斜することが確認できることから、本来調査地より北側は低地であったと思われる。

今回の調査により以上の成果を得ることができた。なお、調査地の周辺は秋月城の推定地であっ

たため関連する遺構の出土が想定されていたが、城の存在を直接示唆する遺構は検出できなかった。

『紀伊続風土記』によると、秋月城は文明年間 (1469～ 87年)に国造紀俊連が築いた城で、現在

の日前宮の北東と耕月寺の間に位置したとされている。しかし今回の調査成果によって、従来推定

されていた秋月城の範囲を考え直す必要が生じてきている。秋月城の範囲を確定するためにも、今

後の周辺における調査の進展が期待される。 (高 橋方紀 )



やまぐち

4.山口遺跡 第 6次調査

調 査 地 和歌山市里 146番地

調査面積 214ぽ
位置と環境

山口遺跡は和歌山市の北東端、那賀郡岩出町との境界近くに位置し、雄山峠に源をもち、南下す

る雄山川によって形成された扇状地上 (標高 13～ 14m)に 立地する。遺跡の範囲は東西約 600m、

南北約 600mの 規模をもつ。当遺跡では山口小学校に関係する発掘調査が、これまで 5次にわたり

行われ、弥生時代から江戸時代にかけての数多くの遺構、遺物を検出している。また山口及び里地

域は、古代の官道である南海道が東西に横切り、「名草駅」が置かれていたところとされ、北側に位

置する雄ノ山峠から南北に横切る熊野街道が交わる交通の要衝であったことなど重要な地点であっ

たものとみられる。また同小学校の敷地周辺は中世には地頭易井氏、近置には浅井氏の居宅、その

後紀州徳川氏の別邸山口御殿が存在した地点でもある。今回の調査地は既往の調査地点のなかで最

も南西部に位置する地点であり、山口御殿推定地の範囲内やや西寄りに相当する。

調査内容

調査区は、最も東側の山口小学校の敷地内に位置する第 1区、その西側の第 2区、第 2区の北西

に位置する第 3区の 3ヶ 所に設定した。

基本層序では、第 1～ 3区を通して類似した様相がみられた。表土である整地土以 ドの状況は、

近代以降の堆積層 (第 1・ 2層 )があり、その下層に江戸時代後期頃の遺物包含層 (第 3層 )が検出

できた。この第 3層は 10～ 15 cmの厚みをもつ暗灰黄色系の粗砂混シル トであり、砂岩礫が多く含

まれている。この土層の ド面が江戸時代の遺構を多数検出した第 1遺構面である。

第 1遺構面では、第 1区において溝 1条、土坑 1基、ピット4基などを検出した。第 2区では、

=
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調査位置図
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調査 区を東西に横切る清 2条や 上

坑 3基のほか、幅約 1.2mの間隔を

もって東西に平行にのびる石列 2条

を検出した。この石列は磁北 N75° 一

Wの方向性をもつもので、遺構面に

石を置き並べられた状況で検出した。

この 2条の石列は、山 口御殿に関

係する土塀等の基礎石の自∫能性が

高いものとみられる。このほか、第

3区では、ビット数基を検出した。

第 1遺構面を上面 に形成する第

4層 は室町時代末期か ら江戸時代

W40 Ⅵノ20 Eいノ0
NSO

]L
―
―

 |

住宅   1量

調査地区害」図

初頭にかけての遺物包含層であり、第 1区では 5 cm程度 と薄 く堆積 しているのに対し、第 2・ 3区

では 20 cm前 後と厚 くなる。 この第 4層の ド面が室町時代の遺構を検出した第 2遺構面である。

第 2遺構 1面 では、第 2区北半部において建物に伴うとみ られるビット列や土坑 3基、調査区南端

において束西方向の溝などを検出した。建物に伴 うとみ られるビット列では、 3条 のものが等間隔

で規則性をもち並ぶ。 これ らには、直径 70～ 100 cmで間尺 28mを測 り、主軸が磁北 N70° 一W

の ものがある。 このビ ッ ト列は、ともに 10

cⅢ 程度 と浅 く掘削されたもので、根固め状の

ビッ トとみ られ、本来上部には礎石が置かれ

ていたものと考え られる。また、調査区南壁

に沿って検出した溝は、最終埋没が江 F・ 時代

であるものと考え られるが、掘削された時期

が室町時代に遡る可能性が高 く、 ここでは第

2遺構面に対応する遺構 と捉えた。 この溝は

調査区南壁に沿って東西に横切る清であ り、

幅 2.4m、 検出面か らの深さ 60 cm程 度を洪1り 、

方向性は磁北 N70° 一Wで あり、その流路方

向は底面の比高差よ り西か ら東であった可能

性が高 く、現存する清 とは逆の方向性であっ

たものとみ られる。また第 3区 において も、

土坑 1基 とビッ ト2基 を検出 した。 これ らの

遺構は、第 4層および第 5層 出上の遺物か ら

みて、平安時代か ら室町時代にかけての遺構

と考えられ、その盛期は南北朝時代から室町時

代頃にあるものと考えられる。

さらに ド層の状況は、 5～ 6単位 に細分で

第 1区 第 1遺構面全景 (南 から)

一ン
慧

第 2区 第 1遺構面全景 (東 から)



きる第 5層 が堆積する。 この第 5層 は厚 さ 5～

30 cmを 沢1る 礫層と 5～ 10 cm程度の厚みをもつ

粗砂層の互層 とな り、第 2区の南壁面下に設定

したサブ トレンチ内の土層観察か ら60 cm程度の

厚みをもつ ことが確認できた。 この第 5層 は弥

生時代か ら平安時代にかけての遺物 を含む土層

であ り、その検出状況か ら土石流等によって一

気に堆積した自然堆積層と考えられる。第 5層下

の状況は、古墳時代の遺物を少量含む第 6層が

堆積し、この第 6層 の ド面が第 3遺構面である。

第 3遺構面は、第 2区の南東隅に東西 3m、

南北 3111のグ lリ ッドを設定し、この部分において調

査を行った。この結果、グリッドを南北に貫く水田

畦畔を 2.5111分検出した。このIl■ 畔は、基底部で

幅 60～ 70 cm、  11端 音ドで 1幅 30～ 40 cmを 波Jり、

また高さは 10～ 15 cmである。この畦畔の東西両

側が水田区画とみられた。この水 LElが機能してい

た時期は、直上の遺物包含層 (第 6層 )の出土遺

物が古墳時代の後期に比定できることと、下層の

遺物包含層 (第 7層 )の 出土遺物が弥生時代後期

とみられることから、少なくとも弥牛時代後期から

古墳時代後期の範疇におさまるものと考えられた。

第 3遺構面以下の状況は、弥生時代後期の遺

物を含む灰色粘土 (第 7層 )、 無遺物層とみ られ

る暗緑灰色粘土 (第 8層 )と なる。

今回の調査で出土した遺物は、弥生時代後期

から江戸時代に至る時期のものを多数検出した。

土器は、弥生時代後期から古墳時代にかけてのも

のでは壺・甕 。高杯 。甑などが、奈良時代から

平安時代のものでは土師器の杯・皿や須恵器の

蓋杯・壺、黒色土器、中国製の自磁碗などがあり、

鎌倉時代から室町時代のものでは、土師器の皿や

釜、瓦器椀や瓦質土器の甕・鉢、また輸入陶磁

器である中国製の青磁、染付の碗・皿 。盤が一

定量出土した。国産の陶磁器では瀬戸美濃系の

灰釉皿や天 目茶碗、備前焼の盤 。壺 。括鉢、丹

波焼の壺などがある。江戸時代のものでは唐津焼

第 2区 第 2遺構面全景 (東から)

青磁盤出土状況 (上が東)
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の皿、肥前系の染付碗や丹波焼の橋鉢がある。上

器以外のものでは、室町時代のものとみらオ
´
1る瓦が

多数出上した。また特筆すべきものに中国製の青

磁盤がある。この青磁盤は、 日径 25.2 cm、 Jlk径

9 6 cm、 器高 5.2 cmを 測るもので、外面に幅広の蓮

弁文をもち、内面にはヘラ描きによる草花文が施さ

れている。また見込み部には牡丹が浮彫により描

かれている。また高台部は全面に施釉後、内面を

輪状に削り取つたもので、内部に朱書きによる 「定

□房公用Jの文字が書かれている。 第 2区 第 3遺構面水田遺構

まとめ

今回の調査では、遺構面を 3面検出し、それぞれの遺構直iに おいて重要な成果を得た。

まず第 3遺構面では、弥生時代後期か ら古墳時代後期の範疇におさまるものとみ られる水 IIIIえ 画

と南北方向にのびる畦畔を検出 した。 この水 |||は、当調査地か ら約 100m北側に位置する第 5次

調査において検出されている弥生時代後期を中ッいとした集落との関連性が考えられた。そ して、 こ

の土層におけるプラン ト・オパール分析の結果、当初耕作層と考えていた土層の直下層においてイ

ネのプラン ト・オパールを検出した。 この結果か ら、さらに時期が遡ることが判明し、先述の集落

に関連する水田の可能性が高まったものといえる。

第 2遺構面では、多 くの遺構、遺物が検出されている。なかでも、礎石をもつ建物が存在 した可

能性が高 く、瓦葺きの建物であつた ものと考え られる。文献史料には、和歌山市田屋の 「森家文

書J康永二 (1343)年 の条 に 「山口与 一入道明教」の名がみ らオ■、南北朝時代前期に守護被官で

あったことが記されている。また『人乗院寺社雑事記』の明応二 (1493)年 の条に 「||1口 城」のnd

載がみ られ、畠山尚順が在城 していたことが記さオlて いる。 このように、当地周辺には山口御殿以

前に当時の権力者の屋敷地が存在 したものとみ らオl、 この屋敷地が山口氏や畠山氏の時代に併行す

るものと考えられるが、 1[確 な位置づけが今後の課題の ^つ といえる。また高台内部に 「定□房公

用Jの文字が朱書きされた青磁盤は、 13世紀後半か ら 141吐紀前半頃に位置づけられるもので、 こ

の文字には公に用いられたとみ られる 「公用Jと何 らかの施設に関係するとみ られる 「定□房Jと

の組み合わせであつたものと考えられる。

最後に、山口御殿に関係するものとして、位置的には第 1・ 2区は御殿正面付近に、第 3区 は山

口御殿本体の中央やや西に位置するものと推定された。第 1遺構面では、第 2区において調査区を

東西に横切る 2条 の石列を検出し、 この石列が土塀状の基底部に相当するものと考えられた。 この

石列が、中御門か ら西にのび、 「LJ字状に折れ曲がるライン付近に位置することか ら、御殿を囲

うような施設 とみ られ、形状か ら土塀状のものであるものと考えられる。また第 2・ 3区では御殿

に関係す るとみ られ る明確な施設は検 出できなかった。

【参考文献】

『山口遺lll第 6次発lFH調 査概報』 (財 )和歌山市文化体育振興事業団 1999年
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鳴神V遺跡 第 8次調査

調 査 地 和歌山市鳴神 1027-1～ 10273番地

調査面積 60耐
位置と環境

紀 ノ川下流域の南岸、東に花山「1陵 を間近に望む利1歌 山市秋月 。鳴神地区 一帯は、古墳時代か ら

,|:戸 時代にかけての遺跡が密集する地域である。今1呵 調査を実施 した鳴神 V遺跡は、東両約 5()()l11、

1何 北約 300mの 範囲に広がる占墳時代を中心 とした集落遺跡である。また西に隣接する秋月遺跡は、

継続的な調査の結果、遺跡の西側では全国的にみても初現期に位置付けられる前方後円墳が確認さ

オ1て お り、さらに東側では弥生時代前期か ら江「
fll寺 代にかけての遺構が密集して検出さオ1、 当遺跡

との関連が注目される遺跡である。

rppl査地周辺における過去の調査では、昭和 52～ 54年 にかけて和歌山港鳴神山口線建設に伴い和

歌山県教育委員会が発掘調査を実施 している。 この調査において、古墳 1寺代か ら奈良時代の清状遺

構 。上坑が検出された。また当財LJが平成 5年 に行った第 2次調査 (試掘調査)では、調査地 可||

には室町時代か ら江戸時代前期の遺物包含層が確認されてお り、調査地の北側隣接地において実施

さオlた第 3次調査では、古墳時代の方墳や水田、奈良時代の掘 、|||:建物、鎌倉時代の清・井戸、 ,l:

戸時代の清などが検出されている。

調査内容

調査地は、北か ら南にかけて低 くなる傾斜地であり、調査区は調査対象地の西寄 りに幅 2m、 長

ニ リ
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調査位置図
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さ 30mの トレンチを lヵ 所設けた。基本層序は、第 1・ 2層 が現代の畑作にともなう耕土 と床土

であ り、第 3層は現代の造成土である。第 4a。 4b層は近世 。近代の水田耕土 と床土であるが、第

4b層は調査区北側ではみ られない。また第 5a層は江戸時代前期、第 5b・ 5c層 は室町時代の遺物

包含層で、調査区北側では第 5c層 のみが堆積 し、南側では第

5ao b層 の堆積がみ られた。第 6aob層 は ともに砂層で、第

6a層は河道の氾濫による堆積 と考えられ、わずかなが ら遺物を

含む。第 6b層は無遺物層である。遺構は第 5a層 上面において

江戸時代の溝状遺構 2条、土坑 2基を検出した。溝状遺構 2は

南北方向のもので、検出長 18.3mを 測る。上部が削平されてい

るため、非常に浅いものである。清底面のレベルはほぼ水平で

ある。土坑 2は調査区の北側で、清状遺構 1と接するように検

出したもので、全体の形状は不明である。覆土は 2単位に分か

れるものである。

遺物は、遺構及び遺物包含層か ら弥生土器・土師器 。須恵器・

中世土師器・輸入陶磁器・瓦器 。国産陶磁器・瓦 。石器などが

出土 した。

まとめ

江戸時代に埋没 したと考えられる清状遺構 2は、座標北か ら

N-2° Eの方向性をもつもので、条里地割の方向性を考える上

で注 目される。調査地の南側には現在も条里地割の名残を残す

側溝が南へ延びてお り、その方向性を踏襲 した溝である●T能性

が考えられる。また調査区北端部分では第 4・ 5層が削平され

第 6c層が露出している状況を確認 した。よつて、今回の調査

地は微高地上部の南側に相当するものと考えられ、北側隣接地

の第 3次調査において検出した古墳時代の方墳や水田などの遺

構は、微高地上に立地 していると考えられる。 さらに、第 3次

調査では出土遺物に陶硯などがみられることか ら、奈良時代か

ら平安時代のある一時期に当調査地周辺には官衛級の施設が存

在 したことが推定される。

(藤藪勝則 )

【参考文献】

『鳴神地区遺跡発掘調査報告書』 和歌山県教育委員会 1981年

『和歌山県史 考古資料』 和歌山県史編纂委員会 1983年

『和歌山市史』第 1巻 和歌山市史編纂委員会 1991年

『鳴神V遺跡発掘調査報告書』財団法人和歌山市文化体育振興事業団

1994∠千

『和歌山県埋蔵文化財包蔵地所在地図』和歌山県教育委員会 1996年
「
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遺構全体平面図

I Y=-72777m

溝状遺構 1
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史６ 第 20次調査

調 査 地 和歌山市一番 J3番地

調査面積 HO耐
位置と環境

史跡和歌山城は、紀ノ川 ド流域南岸の平野部に存在する独立丘陵、岡山に築かれた平山城である。

岡|||は、東西 2つの頂部を持つその景観から虎伏山とも称されており、中央の谷状地形を挟んだ西

側には天守閣が、東側には本丸御殿跡が存在する。調査地は谷状地形の北側から天守閣へ至る道で

ある裏坂の登り日付近に位置するもので、坂道の東側と南側に築かれた一連の石垣である。調査は

崩落の危険性のある石垣の改修に先立つもので、周辺の遺構確認及び石垣の構造解明を目的として

行った。

調査内容

調査は石垣の裾部を第 1区、上端部を第 2区 としてL字状の調査区を設定した。第 1区 について、

基本的な土層の堆積状況は現地表が約 5 cm、 砕石を伴う整地土 (第 1層)が約 5 cm、 石IB上方から

の転落 。堆積土とみられる第 2層が 10～ 30 cmの 厚さでみられる。この第 2層 の下面において北側

では岩盤を、南側では石組の側溝を検出した。第 3層は側満の裏込埋土でその下面からは、調査区

北側と同様に岩盤を検出した。第 2区について、基本的な土層堆積状況は表土が 10～ 60 cm堆積し

ており、上方から転落したと思われる瓦を多く含んでいる。第 1層 は 0～ 20 cmの 厚さで堆積する。

一̈
～

拓 県道 和歌 山停 車場 線 イ
'

顆

調査位置図
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第 2層は裏込の埋 上であり、色調・土質によって 2つ に細分できる。この第 2層 の下直iか ら裏込石

(第 3層 )を検出した。また、S10か ら30の範囲では岩盤を検出しており、この岩盤を整形して

石lRを構築している状況が確認できた。調査区の北端部には第 4a層、南側には第 4b層が堆積して

いるが、これは地形的にやや低い部分に施された盛土と考えられた。

石垣は、割石を野面積みで構築しているもので、石材には結晶片岩を使用している。まず石垣 1

は南北方向に約 30mの規模で構築されている。傾斜角約 9度の岩盤上に築かれており、南北の標

高差は最大で 4 rnを沢Iる 。石垣の高さは約 5m

である。勾配は北側で約 60度、南側で約 70度

を測 り、南側では上部へ行くに従って反りがみ

られる。次に石垣 2は北東から南西方向に約 10

mの規模で築かれている。基底部の傾斜角は約

9度、石垣の勾配は平均 68度を測る。高さは東

側で 5.5m、 西側で 2mと 西に行くほど石垣が

低くなる。これら二つの石垣はそれぞれ西側と

北西側に面を持ち、約 110度 の角度で L字状に

組み合わせている。また南束の隅部では、石材

が交互に組まれていることが観察できることか

ら、石垣は同時に築かれたものとみられる。

今回の調査の結果、第 1区では石垣 1南半分

及び石垣 2の裾部において石組の側溝 (溝 1)

を検出した。溝 1は石垣裾部の岩盤を溝状に成

形した後に敷石をし、石垣に向かい合うように

石材を組んでいるものである。石材は結晶片岩

を使用している。幅約 50 cm、 深さ約 20 cm、 検

出長約 24mの規模を測り、石垣に沿つて構築さ

れているが、石垣 1中 央部分からは、地表に突

出する岩盤に沿うように西側に屈曲している。

また石組は 2～ 3段で構成されているが、北端

と南西端は削平を受けて敷石のみが残存してい

る。この側溝を構築するための岩盤の成形作業

は石垣基底部の構築と一連のものであることか

ら、遺構は石垣と同時期に築かれたものである

と考えられる。また坂の造成状況としては、当

時の地表面である第 3層上面が現在の地表面と

同じようにスロープを形成していることが確認

できた。

第 2区では石垣上部において、裏込石と共に

X=-196580m

調査地区割図

列
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|
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成形さオlた 岩盤を検出 した。裏込 rfは イilBの 人端

近 くまでみ らオl、 その石材にはイiJ11本 体と同じく

結品サ|‐ 岩を使用している。 また不ilH解 体の際にも、

裏込除去後の背面部分において成形さオ1た 岩盤を

検出してお り、本7iム 1は 谷状地形の裾の部分の岩

盤を I´ 字状に成形して築かれたことが確認できた。

遺物は第 2区 を中心に、上師器、瓦質土器、焼

締陶器、陶磁器、 INL、 金属製品が出土してお り、

また占墳時代の遣物 として須恵器片が 1点み られ

る。その他自然遣物 として蛤やサザエの貝殻など

が出土している。 こオlら の遺物はイiナ亘の上方か ら

転落 してきたものと考えらオ1る 。

まとめ

今回の調査では、裏坂登り口に位置する石垣の

構造及び構築方法を明 らかにすることができた。

まず乙illlの 構築方法であるが、整形 した岩盤の

上に基底石を据える形を基本としている。石IB基

底部は約 9度 の傾余|で 南方向へ上がってお り、石

材はその勾配 とほぼ同様の傾きを持って積まれて

いる。 また南束の隅部では、石材が交互に組まれ

ていることが観察できることか ら、 2つの石JHは

同時に築かれたものとみ られる。石垣解体時に裏

込背 1面 部分で成形された岩盤を確認 していること

か ら、構築順序としては、岩盤をL字状に掘削 し

た後 2つ の石垣を交互に積み Lげたと考え らオlる 。

また裏込石はイilBの 天端近 くまでみ らオ1、 その子i

材には石垣本体と同じく結晶片岩を使用している

ことが確認できた。 この裏込内か らは遺物の日1寸l

がなかったが、石材の種類や構築方法か らみて、

石垣は和歌山城の創建期に成立した 日∫能性がある。

また第 1区 において石IE周辺の坂の造成状況を確認することができた。当時の地表面である第 3

層上面が現在の地表面と同じようにスロープを形成 してお り、石垣に沿って石組の側溝を設けてい

るが、 これは御天守一 ノ門櫓台石垣の調査 (第 17次調査)においても同様の状況が確認されている。

【参考文献】

『史跡和歌山城 石垣保存修IFT報 告書』 和歌山市産業部 和歌山城管理事務所 1999イ |

第 1区全景 (北から)

鯉

第 2区土層堆積状況 (南西から)

ど
一魏
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神７ 第 3次調査

調 査 地 和歌山市|1晰 598番地 他

調査面積 70ボ
位置と環境

神前遺跡は、和歌山市域のほぼ中央部、紀 ノ川の南岸に所在する。この南岸には束llLlに 連なるた|

橋山塊があり、その最も西端である独立山塊の福飯ヶ峯 (標高約 100111)の西側平野部に位置する。

当遺跡の南側には和歌山市東山東地 |ス の谷部にその源をもつ和 111川 が西流する。この和田川によっ

て形成された沖積平野のなかの自然堤防上に遺跡が立地する。

周辺の遺跡では、北側に接している弥生時代後期を中′とヽとしたリト辺遺跡や東側の福飯ヶ峯に約

50基の古墳で形成された井辺前山古墳群が所在する。

神前遺跡における調査は、過去に 2度行わねており、特に今「11の A― C区のほぼ中間地点にお

ける第 1次調査では弥生時代前期の土坑、後期の溝、鎌倉時代のり|:戸 、室町時代の清、江戸時代初

頭の溝などの良好な遺構を検出している。

調査内容

今回の調査区の設定は、目的の異なる 3ヶ 所に重点をおいている。この地点ごとの個別のli目 的

は次のとおりである。A区は、神前遺跡の東側範囲外に設定した調査区であり、東方への広がりの

確認を目的とした。B区は第 1次調査地点の北西約 50mに 位置する独立丘陵の頂上部に設定した

調査位置図

¨
」
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調査区であ り、 この丘陵上の古墳の有無の確認を目的 とした。また C区は第 1次調査地点の西約

50m、 B区の丘陵南裾の末端部に位置する調査区であ り、第 1次調査地点の成果 との関連で、鎌

倉時代か ら江戸時代にかけての屋敷地の西方への展開の確認を目的とした。各調査地の現況は、A

区が水田、B区が竹林、C区が民家の中庭にあたる。

まず A区は、現代の水田耕土 (現水田面の標高は 1.91n)の 下面が江戸時代の遺構を検出した第

1遺構面である。この第 1遺構面では、土坑 2基 (土坑 5・ 6)と礎石 1基を検出した。第 1遺構

面を形成する第 2層は、厚さ4 cmを 沢1る 室町時代の遺物包含層で、にぶい黄褐色系の粗砂を含むシ

ル ト質の土層である。この第 2層の 下面が弥生時代中期から室町時代までの遺構を検出した第 2遺

構面である。この第 2遺構面では、弥生時代中期の溝 2条 (溝 2・ 3)、 鎌倉時代の溝 1条 (清 1)

や掘立柱建物の柱穴の可能性が高いビット25。 26がある。また、この第 2遺構面を形成する第 3

層は、厚さ 25 cmを 沢1る 弥生時代中期前葉頃の遺物包含層で黄褐色系のシル ト質層である。この第

3層 の下面が弥生時代前期末から中期初頭の遺構を検出した第 3遺構面 (標高 1.45～ 1.55m)で

Y=-72560m Y=-72556m

第 1・ 2遺構面

ビット26

第3遺構面

♀  1 lm

鳴石1   1

|

Y=-72560m

|

|

A区遺構全体平面図

|

Y=―フ2556m
|

溝2

ビット25

◎
◎
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あり、東倶1か ら西側にかけて緩やかに傾斜する。遺構は水円区画 3単位 (水 |‖ 1～ 3)と 水田 1内

部において農耕に関係するとみ られる杭列を検出した。水田 1は調査区中央か ら東但1に かけて検出

したもので、東西 5.lm、 南北 4.01n以上を測る。水田 2は水田 1の 西側で検出したもので、水Ш

lと の境に幅 70～ 9()cmの 畦畔を形成する。 この畦畔に平行する形で水川 1内 に杭列を検出した。

水 |卜12の 南端には幅 5()cmの 水日とみ らオ1る 括ね剖∫がみ られる。また水L13は調査区の南西隅で

部分のみ検出したもので、水円 2と の間に畦畔をもつものと考えらオlる。 こオ1ら の水田は、水 ||11

|‖ 11の 土器と水田直上の第 3層 の遺物か らみて、

弥 11時 代前期末か ら中川l初頭の範疇である可能

14iが 高いものと考えらオlる。 さらに、下層の第

4層 (黄褐色系のシル ト質 )は 無遺物層とみ ら

オ1、 1亨 さ 40 cm程唆のIIi積であ り、また第 4層

の 下面は、第 5層 (黄褐色の粗砂 )と なる。

131ス は、標高 11.7■ 1前 後の独 立した 丘陸の

頂 11部 に位置する。 この頂 11部は、東西 12■ 1、

南北 7.5mの 長方形を
II:す

る平坦部が形成さオl、

この平坦部を形成するために結晶片岩を用い、

高さ 40 cm程度の石IBが めく
゛
らされている。地

表面か ら30～ 50 cmの ところで結晶片岩の岩盤

山iを 検出し、 この岩盤を掘 り凹めた 9基のビッ

トを検出した。 こオ1ら のビット内か らは江戸時

代に比定できる瓦が出上 したことか ら、石垣を

含めた周囲の基壇状の平坦部は、江戸時代末期

頃に構築されたものと考えられる。

C区は現地表面の標高は 2.6～ 2.3mを 沢1り 、

北西か ら南東へ緩やかな傾斜をもつ地形を成 し

ている。上層の第 1～ 3層 は、結晶片岩の礫 と

,I戸時代の瓦を多く含む堆積であり、江戸時代

以降の整地層と考えられる。第 3層 の ド面にお

いて江戸時代末期の土坑 1基を検出した。第 4

層は厚さ 10 cm前 後を測る明黄褐色系のシル ト

質層で江戸時代の堆積 とみ られる。 この第 4層

の下面 (標高 18m)が室町時代の遺構を検出し

た遺構面である。土坑 3は調査区のほぼ中央部

において検出したもので、東西 1.5m以 上、南

北 3.71n、 深 さ 70 cmを 測る方形区画を呈する

タメマスとみ られる。 この遺構は東壁面にのみ

小日積みによる石積が構築されている。石積は

B区近景 (北西か ら)

C区全景 (南から)

C区土坑 3(西か ら)
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北側の ^部 を除いてほとんど ll部 が崩れ落ちている。石積の石材は、ほとんどが結晶片岩の害1石で

あるが、少量の和泉砂岩を含み、また瓦が少量含まれている。覆 11内 には多量の瓦が含まれ、土器

では中国製の青磁碗・盤や備前焼の甕の他、石仏 1体などが出上 し、 これ らの遺物から埋没時期が

中町時代と考えられる。

今回の調査で出上 した遺物は、弥生時代、鎌倉時代か ら室町時代と江戸時代のものに大きく分け

られる。弥牛H寺代の遺物では、A・ C区か ら壺と考えらオlる 破サ|‐ が数点出上 した。鎌倉時代の遺物

は、A区で検出したビット群や溝か ら出土 したもので、上 llllittl‖ 1、 東播系須恵器、瓦器椀・Лlな ど

がある。室町時代の遺物は、 C lκ で検出した li坑 3の覆土か ら多く出土 した。 L器には瓦器椀、瓦

質上器の風炉、備前焼の壺 。甕、中国製の青磁の碗・盤がある。瓦は大量に出上してお り、その種

類 としては軒メLJNL、 軒平」NL、 丸J・ L、 平瓦の他、雁振 り瓦、鬼lNLな どの道具JNLが ある。また江戸時代

の遺物はA～ C lκ の全ての調査 |ズ において出Jlし 、その種類には肥前系陶磁器をはじめ、上師器の

灯明 lll、 瓦類、鉄釘、火打石などがある。

まとめ

神前遺跡は、従前弥生時代の遺跡として周知されていたが、平成 8年度に行った第 1次調査の結

果、弥生時代の遺構以外に鎌倉時代の井戸、室町時代の清、江戸時代初頭の溝などの良好な遺構を

検出し、中Ш:か ら近世にかけての集落遺跡として新たな成果を得ている。

今回の調査では、まず遺跡の束方への広が りの確認を日的 とした A区において 3面の遺構 1白iを

検出し、良好な遺構が明らかに束方へ広がることを確認 した。第 3遺構面では弥生時代前期末か ら

中期初頭にかけての水田を、また第 2遺構面では潅漑的な役割を果たしていたと考えられる弥生時

代中期の清を 2条検出した。 このことか ら、AIえ周辺の遺跡束部は弥生時代自i期 か ら中期にかけて

水田などの生産域であった ことが明 らかとなった。弥生時代の水田としては、 これまで大田・黒田

遺跡や岡村遺跡において検出されてお り、なかでも最も古い時期のものは、太田・黒田遺跡の中期

のものである。当遺跡検出の水円は、弥生時代前期末か ら中期初頭の範疇におさまるものであるこ

とか ら、県内最古級の水田であることがいえる。また鎌倉時代を中心 とする掘立柱建物に伴うとみ

られるビットを多数検出し、鎌倉時代には確実に集落の範囲内におさまることが確認できた。

次に、B区では丘陵上の占墳の有無の確認を目的としたが、結晶片岩の岩盤を掘 り凹めた,|:戸 時

代のビットを検出し、丘陵 Lには古墳が存在 しないことが明らかとなった。

C区ではタメマスとみ られる土坑 3な どを検出し、第 1次調査地点で検出した屋敷地が C区地点

にまで広がることが明らかとなった。

以上のように、今回の調査において各地点ごとに多 くの成果が得 られた。特に、ことlま で遺跡範

囲外であつた A区周辺の遺跡束部では良好な遺構を検出した。今後、遺跡範囲の広が りをさらに

確認 していくことが課題 となろう。 (井馬好英 )

【参考文献】

『和歌山市内遺跡発掘調査概報』一平成 10年度― 和歌山市教育委員会 2000年

『和歌山市埋蔵文化財発掘調査年報 6』 一平成 8(1996)。 9(1997)年 度- 0和 歌山市文化体育振興事判 」

2000イ手
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8。 鳴神V遺跡 第 6次調査

調 査 地 和歌山市秋月 292-1番地

調査面積 7ぽ
位置と環境

鳴神V遺跡は、岩橋丘陵西方の平地に立地する遺跡であり、西側の秋月遺跡と東側の鳴神Ⅳ遺跡

に挟まれた位置にある。既往の調査により、古墳時代中期～後期の方墳 。円墳、清、平安時代の柱

穴などが確認されている。

調査内容

店舗建築計画に対処するため浄化槽部分の確認調査を実施した。基本土層は整地層である第 1層

(厚さ約 30～ 40 cm)、 厚さ 10～ 20 cmの 淡茶褐色砂質土 (第 2層 )、 厚さ約 15～ 30 cmの 黒褐色

砂質土 (第 3層 )、 厚さ 20～ 25 cmの 炭混じり灰茶褐色土 (第 4層 )、 厚さ 30 cm前 後の灰茶色砂質

土 (第 5層 )、 淡灰茶色砂層 (第 6層 )である。遺物は第 4層から中世期の瓦器、古墳時代の須恵器、

第 5層からは古墳時代の須恵器 。土師器が出土した。第 5層は 3層 に分層され、上層より炭 。焼土

混じりの灰茶褐色土層 (5a層 )、 灰茶褐色砂質土 (5b層 )、 淡茶色砂質土 (5c層 )と なる。

検出された主な遺構は、第 3層 下面の江戸時代の土坑 1、 第 4層 中の鎌倉時代の溝 1と 第 4層 下

面の平安時代の柱穴 3、 5a層下面の古墳時代土坑 3と 土坑 3内の土坑 4な どである。特に注意さ

ヽ
、
ヽ
ヽ

駐車場
合

琢
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Ｑ

調査位置図
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南8m十

道
　
路

れるのは、土坑 3で、幅 4.5mの平行にの

びる肩部が検出され、深さ約 15 cmの 埋土を

もつ。土坑下面が平坦面になり、南側の肩

部に接して土坑 4が形成されることなどか

ら、堅穴住居になる可能性が考えられた。

まとめ

狭い調査区であつたが、清・土坑・柱穴

等の遺構が多数検出された。それらは、時

期的にも古墳・平安・鎌倉 。江戸の各時代

にわたっており、継続的に遺構が形成され

ていたことがわかる。当該調査区の周辺は

大規模な調査歴がないものの、遺構の検出

が相次いでいる。面的な調査により濃密な

遺構群が検出される可能性が指摘される。

(前田敬彦 )

土坑

調査位置図

〔上層遺構〕
(第 3～4層関係 )

+南8m

〔下層遺構〕
(第 5層 関係 )

■ 南8m

土坑5
柱穴3

柱穴2

柱穴 1

柱穴4

柱穴5

柱穴6

柱穴フ

遺構平面図

門目

ド
‐土坑４辟

-29-



いん ベ

9.井辺遺跡 第 4次調査

調 査 地 和歌山市井辺 131-1番地他

調査面積 25ぽ
位置と環境

本遺跡は福飯ケ峰の北裾の平地に立地し、東西約 l km、 南北約 500mの規模をもつ。第 1次 。第

3次調査では弥生時代後期末から古墳時代前期初頭の遺構・遺物が確認され、遺跡範囲の西端部で

の第 2次調査では、自然地形の落ち込みが検出されている。

調査の内容

宅地造成に伴う防火水槽部分を対象として調査を実施した。基本土層は、第 1層が砂利による整

地層 (厚さ 50～ 70 cm)、 第 2層が暗灰褐色砂質土 (厚さ約 20 cm)、 第 3層が灰黄色シル ト (厚 さ

約 20 cm)、 第 4層が淡灰黄色砂質土 (厚さ約 10 cm)、 第 5層が淡灰色砂層であった。遺構は、第 3

層上面より形成された土坑 1基 (SK-1)と この土坑の下面からさらに落ち込む土坑状遺構 (S

K-2)が ある。土坑 1は全体を確認したわけではないが、南北長約 3.5m、 東西長 4m以上、深

さ約 30 cmであった。土坑底面には ^部炭層が形成されていたことから竪穴住居の可能性を考慮しな

がら調査を進めたが、床面が平坦面とならないことや主柱穴 。壁溝が検出されないことから土坑と

して扱った。土坑埋土からの出土遺物には古墳時代初頭頃の土師器がみられた。

′

川

月

ヽ

ヽ

―

十

‐

‐

―

まとめ

性格は不明確ではあるが、古墳時代初頭頃の土坑が確認され、

ことが再確認できた。第 1次 。第 3次調査地点の成果などから、

物の密度が徐々に希薄になっていく可能性がある。

調査地
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調査位置図
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10。 有功遺跡 第 2次調査

調 査 地 和歌山市六十谷 1036-1

調査面積 40ピ

位置と環境

和歌山平野を東西に流れる紀ノ川の北岸部は、

いる。当該地についても有功遺跡 。法然寺遺跡 。

財の有無を確認するための調査を行った。

。1036-2番地

その流れに沿って帯状に遺跡が連なって存在 して

六十谷遺跡等が近接してお り、未周知の埋蔵文化

調査内容

地表下 40 cmの ところで柱穴 と思われるビット列を検出した。ビットは地山直上か ら掘 り込まれ、

直径約 40 cm、 深さ約 40 cmの 同規模のものが約 1.8m間隔で南北方向に 3個以上直列 している。調

査区の東側を拡張 してピットを探 したが検出できなかったので、構造物であれば西側に痕跡が残っ

ている可能性が高い。

遺物はビット2の底部近 くか ら土師器質の土器片が 1点出土 したが、種類 。年代等を判断できる

ものではなかった。

まとめ

当該地は有功遺跡の東部に隣接する無印地であったが、年代を判断する資料を欠くものの遺構が

検出されたことで、有功遺跡の範囲が東に延びていることが確認できた。この結果、周辺地におけ

る埋蔵文化財への注意が一層重要になったことになる。             (益 田雅司)

調査位置図

/イ́
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11.太田・黒田遺跡 第 44次調査

調 査 地  和歌山市大田 294 1番 地

調 査 面積 43耐

位置と環境

太田 。黒田遺跡は、紀 ノ川下流の南岸に位置する弥生時代の大規模遺跡 として苦名である。 この

太田・黒田遺跡の南半には、中世期の館跡に由来する太田城跡が重複するようにして位置 している。

調査対象地は、太田城跡推定範囲の南西端部に位置する。調査により弥牛時代中期の遺構が確認さ

れ、太田城跡と関係する中世期の遺構がまったく確認されなかったことにより、太円・黒田遺跡の

調査歴 として記述する。

調査内容

建物建設 予定地内に南北方向に トレンチ (幅 1.2～ 1.5m、 長さ22.4m)を 設定 して調査を実施

したところ、弥生時代の満が東西方向に延びているのが確認されたため、西方に長さ 7.2mの 拡張

トレンチを設けて、追加調査を実施 した。

基本堆積土層は 4層である。 1層は厚 さ約 80 cmの 近代盛上で、上層の厚 さ 30～ 40 cmの 砂層

(la層)と 下層の瓦混 じりの灰褐色砂質土 (lb層)や鋳物工場か らの廃土 (lb′ 層)で構成

Ｎ
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歌
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大田団地

-32-



される。 2層は厚さ約 20

cmの 旧耕作土で、 3層 は

厚 さ 5 cm程度の暗灰色 シ

ル ト層である。 この 3層

が希薄な遺物包含層であ

り、わず か に須恵器・土

師器を包含する。 4層は、

この地点でのベース層で

あり、無遺物層であつた。

この 4層 は厚 さ 1.3m以

上のシル ト層で、上層が

よ り灰茶色、灰黄色系の

色調 を示すのに対 して、

下層が茶褐色系を示す。

色調 によ り4a～ 4e層

までの 5層 に分層は可能

であったが、文化的には

あま り意味をもたないも

のと判断された。

遺構は、 2層下面 に形

成 された土坑 と 3層下面

に形成された溝 1条がある。土坑内か らは摩滅 した須恵器 。土師器が微量出土 したが、検出面より

みて中世以降の時期に形成された可能性が高い。幅 1～ 1.2m、 深さ 60 cmで 東西方向に 7m以上

延びる清か らは、弥生時代の台形土器片が出土 してお り、弥生中期の遺構 と判断された。

その他のものとして 4層内で墳砂が確認されたが、形成時期の限定はできなかった。

まとめ

調査地は前記のように遺跡推定範囲の南端に相当してお り、遺物の出土は極めて少量であった。

明確な遺構 としては、弥生時代中期の溝が 1条検出されたのみであった。 この溝の性格については、

限 られた調査区か らは明言できないが、埋土か らの遺物量も少ないことなどか ら、集落に近接する

ものではなく、中枢部か ら離れた位置に掘 られた水路 としての機能を想定 しておきたい。

(前田敬彦)

¬~し
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[平成 11年度 (1999年度)]

12.高井遺跡 第 2次調査

調 査 地 和歌山市直川高井 1234-1番地

調査面積 600ぽ
位置と環境

高井遺跡は、和泉山脈の南麓、標高約 12mの河岸段丘上に立地する遺跡である。遺跡は東西南北とも

に約 250mを範囲とし、遺跡の南収熙こは推定南海道が復原されている。今回の調査地は遺跡の南西音剛こ位置

するもので、直川小学校南側隣接地に小学校ブール建設が計画され、その事前調査として行つたものである。

調査地北側約 100mの地点にあたる第 1次調査では、古墳時代の土坑 1基、平安～鎌倉時代頃と考えら

れる掘立柱建物を構成する柱穴群を検出し、古墳時代以降の遺物が出土した。 また、直川12351番地の民

家敷地において、庭池の掘削時に土地所有者により古墳時代後期の須恵器や上師器などが掘り出されている。

調査内容

調査対象範囲内において北東側の南北10m、 東西24mの調査区を第 1区、西側に隣接する南北 6m、

東西21mを第 2区、第 1区東端から南に幅2.5m、 長さ30mのトレンチ調査区を第 3区、第 1区西端から第

3区と同様に南に幅2.5m、 長さ33mのトレンチ調査区を第 4区を設定した。そして、第 3区と第4区の南

則
多

調査位置図
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端を結ぶ幅 3m、 長さ18mのトレンチ調査区を第 5区とし、合計画積約 600ぽの調査を行った。

調査地の基本的な土層堆積状況は、現地衣である水田耕土 (第 1層 )下に、床 上(第 2層 )、 その

下には旧耕土 (第 3層 )とその床土(第 4層 )が堆積する。さらに ド層には室町時代までの遺物包含層

(第 5層 )及び鎌倉時代までの遺物包含層(第 6層 )がそれぞれ堆積し、第 7層以下は無遺物層である。

遺構は、第 7層 上面において全調査区で検出したが、中でも第 2区を除く調査地中央部から東側にか

けては、掘立柱建物に伴うとみられる柱穴などを多数検出し、調査地の中でも特に遺構の密集する場所と

みられる。遺構の時期は大きく古墳時代、奈良時代、平安時代、鎌倉時代の4時期に大別できるが、 奈

良時代の遺構は比較的少なく、明確なものでは調査区南東音限こおいて検出した土坑 1基 (上坑 7)がある。

古墳時代では、土器棺 1基、竪穴住居 2棟、貯蔵穴と思われる遺構 1基などを検出した。 11器棺

は第 1区のほぼ中央で検出したもので、生駒西麓産の土師器甕を横位で埋設する。時期的には庄内

式併行期と考えられる。竪穴住居は調査区中央部で 2棟検出した (竪穴住居 1・ 2)。 調査区が狭少

な範囲であり、全容は確認できなかったが、これらはともに方形の平面形を呈し、一辺約5.5111の規模をも

つものと考えられる。時期的には堅穴住居 1が前期後半、堅穴住居 2が後出する中期後半のものである。

平安時代の遺構は、調査区北側に集中して確認でき、掘立柱建物に伴うとみられる多数の柱穴な

どを検出した。これらの柱穴群から少なくとも8棟以上の掘立柱建物が復元でき、その方向性など

Y=-71940m
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から2時期以 上のものが存在するものとみられる。この内、建物の全体が確認できた掘 Lヽ柱建物 1

は、梁行 2間 (3.8m)、 桁行 2間 (4m)の規模を有するものである。

次に鎌倉時代の遺構は、調査区南側に集中して確認したもので、掘立住建物 1棟分以上、土葬墓

と考えられる土坑 1基 (土坑 10)、 集石遺構 2基 (集石遺構 1・ 2)、 集落の南限を画すると考え

られる清 2条 (溝 6・ 7)などを検出した。t坑 10は、長さ 138 cm、 幅 26～ 34 cmを測るもので、

棺蓋上に副葬されていたと考えられる北宋銭が 15枚以上出上した。集石遺構 1。 2は、一辺約 2.5

rnの規模を有し、隅丸方形の平面形を早するものと考えられる。遺構内には砂岩の河原石、片岩が据

えられており、礫の上面のみが被熱し赤片していたが、床面等には火を受けた痕跡は認められなかっ

た。これら2基の集石遺構は同様の性格のものであり、その形状から火葬遺構の可能性が考えられる。

遺物は、縄文時代から江戸時代にかけてのものが出土した。土器類では弥生時代中期の壷、土師器、

須恵器、黒色土器、緑釉・灰釉陶器、輸入陶磁器などがある。その他の遺物では、縄文時代の石鏃、

古墳時代の叩石・台石 。砥石などの石器、瓦、竃 。土錘などの土製品、北宋銭などが出土した。

これら出土遺物の内、平安時代の土器については既刊の概要報告書において一部誤認があったため、

以下訂正報告しておきたい。土師器・黒色土器は、回転台成形により製作された在地の土師器椀 (1

～ 9)、 黒色土器A類椀 (13～ 18)が多いが、搬入土器として 「て」の字状口縁を呈する土師器

皿 (10)、 楠葉産の黒色土器 B類椀 (19)が ある。緑釉陶器は 5点 出土しており、畿内産の椀

(21)、 東海猿投窯の稜椀 (22)、 近江産の椀 (23)がある。なお、23は既刊の概要報告書にお

いて防長産と記述しているが、再検討の結果近江産の誤認である可能性が高 い。灰釉陶器 (24～

28)は 8点出土しており、猿投・美濃窯産の椀 。輪花椀 。皿がある。25は概要報告書では蓋としてい

るが、日縁端部を面取りした椀の回縁部片と考えられる。中国製白磁 (29～ 33)は 12点出土しており、

碗と皿がある。34は須恵器圏脚円面硯の硯面部で、磨墨面は径 9 cm前後を測る小形のものである。
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まとめ

高井遺跡は縄文時代の遺物散布地 として認知されているが、平成 2年 に本財団が遺跡の北西部で

行った第 1次調査で、古墳時代か ら鎌倉時代にわたる遺構を検出し、当該期にも遺構 。遺物が存在

することを確認 した。遺跡の南西部にあたる今 Ln■ の第

2次調査では、大きく 3時期の遺構 を確認 し、高井遺

跡が複合遺跡であることを明確化することができた。

古墳時代の竪穴住居は 2棟のみであったが、第 5区

西端で古墳時代中期以降の貯蔵穴 とみ られる遺構を検

出 した。 これは削平された竪穴住居に伴 う可能性があ

り、さらに西隣接地である直川 12351番 地か ら6世

紀前半頃の土器が採集され、聞き取 り調査な どか ら同

地点には竪穴住居が存在する可能性が非常に高いもの

と考え られる。 このことか ら、時期的には古墳時代前

期か ら後期まで継続する集落跡であると考えられる。

次に平安時代では、調査区北側で密集して検出した柱

穴群から少なくとも掘立柱建物 8棟以上が復原でき、それ

らは数時期の立て替えが想定できる。また、第 1次調査に

おいても柱穴群の存在から掘立柱建物の存在が推定でき、

当遺跡の西部には南北 150m程度の範囲に掘立柱建物群

が展開したことが想定できる。また、遺物についても在地

産の土器の他に緑釉・灰釉陶器、黒色土器、中国製自磁

など他地域からの搬入品が一定量出土した点が注目できる。

鎌倉時代の遺構は調査区南倶1に 集中 し、柱穴群か ら

掘立柱建物を 1棟復原することができた。また、北宋

銭が 15枚以上出土 した土葬墓や火葬遺構と考えられる

集石遺構の存在か ら、鎌倉時代には集落縁辺部が墓域

化 したものと考えられる。

今回の調査では、以上のような遺構の変遷を明らかにす

ることができたが、特に平安時代の掘立柱建物群、硯や

緑釉 。灰釉陶器などの特殊な遺物が出土した点は、高井

遺跡が 占代の官道である南海道に沿った遺跡であり、東

1.5 kmに 紀伊国府推定地が存在するという遺跡の環境を反

映してのことと言え、当遺跡を官衛及びその関連施設と関

わる遺跡として位置づけることができよう。 (川 口修実 )

註 1)奈良国立博物館 高橋照彦氏のご教示による。

【参考文献】

『高井遺跡弟2次調査概幸胞 tul和歌山市文化体育振興事業団2000年

掘立柱建物 1

掘立柱建物3



13.府中遺跡発掘調査

調 査 地 和歌山市府中 1116番地

調査面積 26011i

位置と環境

府中遺跡は、和歌山市の北東部、紀ノ川下流域の北岸段丘上に位置し、遺跡範囲内にある府守神

社 (現聖天官)を中心とした紀伊国府跡推定地とされている遺跡である。また当遺跡の南端を東西

走する県道粉河・加太線は推定南海道とほぼ一致すると考えられているものである。このような官

道の存在と「府中Jという地名はこの地に国府が存在した可能性を物語るものとして注目される。

調査内容

調査区の上層については、まず現代の畑作耕土である第 1層が堆

積 し、その下層には旧耕土の第 2層がみ られた。第 2層は、灰色で

粗砂をわずかに含む粘質の土層である。第 1・ 2層 には奈良時代か

ら現代までの遺物が含まれている。第 3層は、江戸時代の遺物包含

層で、暗灰黄色の粗砂である。 この第 3層 は、調査区の全面におい

てみ られるものではなく、調査区の南東部においてのみ認められた。

次に第 4層 については、第 3層 と同じく江戸時代の遺物包含層で、

暗灰黄色の粗砂を含むシル ト質の土層である。 この第 4層は、調査

区の北西か ら南西部にかけてみ られるもので南東部では認められな

かつた。第 4層より下層については、無遺物層である。遺構は、第

4層掘削後の第 5層上面において遺構検出を行った結果、調査区の

0              10cm

―

― l    l

府中遺跡採集軒丸瓦

(参考文献から引用)
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北側で集イT遺構 1を検出した。集石遺構 1は、

長さ 14.3m以 上、幅 2.0～ 3.4mを 測るもの

で、上部が削平を受けているためか第 1区半

ばで消滅 している。 また、その方向性は真北

か らみて N15C Eであ り現行の畦畔 とほぼ

同 じ方向性 をもつ。 この遺構は、深 さ約 20

cm、 幅約 3.Omの 溝を掘削 した後、その中に

5～ 15 cmの 砂岩礫を無造作に入オl込 んだ も

ので、使用されている石材はすべて角のある

砂岩である。

遺物には、複弁蓮華文軒丸瓦や ll師 器、須

恵器、瓦器、瀬戸美濃 。膚津などの国産陶器、

中国製磁器、肥前系磁器、石鏃、火打石など

があり、すべて第 1～ 4層の遺物包含層及び、

調査地周辺において |||11し たものである。 こ

れ らの時期は奈良時代か ら江戸時代のもので

ある。

まとめ

紀伊国府の所在地は、平安時代中期の文献

資料や地名などか ら和歌山市府中であること

が推定されている。調査の結果、現地表面か

ら深さ 30～ 40 cmの 、第 5層上面において石

敷状の集石遺構を 1基検出した。集石遺構は

遺物が出土 しなかったため、時期は不明なが

ら、現行畦畔 とほぼ同じ N15° Eの方向性

をもち、幅 2.0～ 3.4mの範囲で直線的に延

長 14m以上の規模を測るものである。遺構

の性格 として、土塀などの構造物の基礎 (地

業)で ある可能性が考え られる。

(藤藪勝則 )

【参考文献】

和歌山県 アヽ紀伊風上記の11管理事務所『紀伊風土記の丘

11幸陶第5号  1978年

SX-1 土層堆積状況 (南 から)
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■ 第 8次調査

調 査 地 和歌山市秋月 365-3番地

調査面積 900ボ
位置と環境

秋月遺跡は秋月の地に鎮座する日前 。国懸神宮の周辺に広がる弥生時代から江戸時代にかけての

複合遺跡である。この神宮の西側に隣接する県立向陽高校の敷地内から県内では最古級とされる古

墳時代前期の前方後円墳が、また東側では竪穴住居が検出されており、古墳時代の遺跡としてもよ

く知られている。この周辺は、紀ノ川南岸の条里地割が良好に残る地域であり、奈良時代から平安

時代にかけての遺物が多く出土することで注目される地域の一つとされる。

今回の調査対象地は、遺跡の東端にあたり、神官の東側に隣接する市立日進中学校の東運動場に

位置し、平成 10年 1月 から3月 にかけて確認調査を行った第 6次調査地の調査範囲と一部重複す

る。この第 6次調査は、実質的に今回の第 8次調査の試掘調査にあたるもので、弥生時代の自然流

路や古墳時代前期の土器廃棄土坑のほか、奈良時代から江戸時代にかけての多くの遺構を検出し、

また平安時代頃まで遡る可能性をもつ瓦を始めとした多量の遺物が出土した。

調査内容

調査区は、基本的に工事計画範囲における建物の基礎部分にあたる地点に設定したもので、特に

前回の第 6次調査において遺構の集中した北側の微高地を中心に調査区を設定した。

:馨幕《劉帥乳I 111ili忌言
:]

調査位置図
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調査地の現況は運動場であるため、表土は全体的に厚さ 10～ 20 cmを 測る整地 11で ある。表土 ド

は、近代以降の整地層 (第 1～ 4層 )が堆積 し、江戸時代の溝 3を境 として北側の微高地 上では約

20 cm、 南倶1の 微低地部では 50～ 70 cmと 次第に厚くなる。また南側の一部に江戸時代の遺物包含

層 (第 5・ 6層)が堆積 している。 この整地層及び遺物包含層下が厚さ約 30 cmを 沢1る 黄褐色系の

シル ト層とな り、その上面が弥生時代前期末か ら江戸時代にかけての遺構検出面である。

遺構は、調査区のほぼ全体において弥生時代か ら江戸時代にかけての様々な時期のものを多数検

出した。特に、調査区のほぼ中央を東西に貫 く江戸時代の溝 3を境 とし、その北側の微高地部 (標

高 4.Om)に 密集 している。

まず弥生時代の遺構は、微高地部のほぼ中央で検出した土坑 115と その南側の南壁面下に検出

した土坑 114、 調査区南東隅で検出した自然河道 1な どがあり、 これ らは前期に比定できる。土坑

115に は壺とともに石鏃の未製品 2点のほか、 100点以上のサヌカイ ト剥片が出土していることか

ら、石器製作に関わる土坑 と考えられるものである。また自然河道 1は、調査区の南半部において、

北東か ら南西方向に北側肩部を検出した。 この河道の南側肩部については確認できなかったが、復

元幅は 9.Om以上、深さは検出面か ら約 1.8mを 測 り、N40° Eの方向性をもつ。 自然河道 1が埋

没 した後に掘削された満 24・ 33は、 ともに N45° Eの方向性をもつもので、弥生時代後期末か

ら古墳時代前期初頭にかけての溝と考えられる。

古墳時代の遺構は、微高地部では調査区西端において検出した江戸時代の土坑 (土坑 20)の底

Y=-73070m
土坑20

土́坑75

×=-196640m

0           10m
匡 .         J

遺構全体平面図
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面で検出した土坑 37や調査区ほぼ中央部に位置する土坑 62、 土坑 110な どがある。また微低地部

では南東隅で検出した清 33や土坑 86、 南西部で検出した堅穴住居 1や t坑 109な どがある。土坑

37は第 6次調査時において 1/2程度を検出していた前期の土坑であり、内部からは布留式併行期

の壺・甕・高杯・鉢が密集する状況で出上した。この土坑は外側に直径約 3.9mのホリカタをもつ

ことが判明したことから丼戸の F∫能性が高いもので、廃棄時に多量の七器を用いた祭llEが行われて

いた もの と考 え られ る遺構で ある。土坑

62は長径 1.O rn以 上、短径 0.5m、 深さ 30

cmを 測る土坑であ り、中期に比定できる。

この土坑か らは、土師器、須恵器に混ざ り、

滑石製の管玉・臼玉が各 1点出上 した。土

坑 86は、溝 24が埋没 した後に掘削された

中期のもので、検出面か ら約 60 cmの 深 さ

を沢1る 。 このt坑 も、その形状か ら丼戸 と

み られ、底面か ら完形の甕が 2点出土 し、

うち一点は口縁部を下に向けた状態で検出

した。竪穴住居 1は 中期後半～後期初頭に

比定できる方形のプランのものとみ られ、

中央部を古墳時代後期後 半の土坑 109に

よって切 られている。 この住居は拡張によ

る建て替えが行われてお り、古段階の規模

は南北 2.3m、 新段階では南北 3.4mを測

り、古段階における直径約 30 cmの 柱穴を

確認した。

奈良時代の遺構は、調査区中央部やや東

寄 りで検出 した土坑 77がある。 この土坑

は一辺 1.9m前 後を測る隅円方形のプラン

をもつものとして検出した。その形状は括

鉢状 に落ち込む。検出面か ら深 さ 70 cmの

ところで東西 0.8 rn、 南北 1.Omの 方形プ

ランの部分を検出したことか ら丼戸 と考え

られる。 この内部か らは、須恵器の蓋杯・

壺、土師器の蓋杯・皿・高杯・壺・甕な ど

が一括出土 した。

平安時代の遺構は明確なもので、ビット

数基を検出した。

鎌倉時代の遺構は、建物に伴 うとみ られ

るピッ ト列 (ピ ッ ト238・ 241)や調査区

土坑 37(北東から)

土坑 115弥生土器出土状況 (北西から)

堅穴住居 1(北から)
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東壁付近で検出 した清 20・ 落ち込み (土

坑 75)、 調査区西側の一角をしめる大規

模な L坑 29な どがある。なかでも土坑 29

は、東西 12 rn、 南北 1 6 rll以 11、 深 さ 50

cmを測るもので、特に中央か ら北束部にか

けて多量の瓦器椀が出土 した。

室町時代の遺構は、微高地部の中央やや

西寄 りで検出した ll坑 59や 北束部で検出

した上坑 40な どがある。 これ らはともに

不定形の土坑であ り、室町時代の備前焼の

橘鉢などに混ざり、それ以前の多量の瓦が

出土 したことから瓦廃棄土坑 と考えられる。

土坑 77(東 から)

江戸時代の遺構は、調査区東端部で南北にのびる溝 18や土坑 84、 中央部から東寄りで検出した

不定形の土坑 52、 西端部で検出した方形状の il坑 20な どがある。なかでも溝 18は前期に比定で

きるもので、溝 3に直交して流れ込むものと考えられる。また土坑 20は、東西 5.5 rlll、 南北 8.5m

以上、深さ 70 cmを 測る規模の大きなもので、幕末までの多量の遺物を含むものである。

まとめ

今回の調査は、平成 9年度に確認調査を行った第 6次調査において明確にできなかった遺構の規模

や新たに検出した多数の遺構から秋月遺跡の南東縁辺部の様相がさらに明らかにできたものといえる。

まず弥生時代では、これまで検出例のなかった前期の遺構を確認し、自然河道北側の微高地部に

おいて前期集落が存在することを明確とした。また自然河道が埋没した L面において溝 24・ 33や

井戸とみられる土坑 86が検出された。古墳時代の竪穴住居 1は、当遺跡ではこれまで検出されて

いるもののなかでは、最も東側に位置するものである。また古墳時代の井戸とみられる土坑 37・

86や奈良時代の井戸とみられる土坑 77な どから多数の土器が出土しており、井戸廃棄時における

祭祀の事例として注日できる。平安時代では、少数のピットのみが遺構として検出されたが、後出

する時期の遺構から平安時代に比定できるとみられる瓦が多量に出土した。このことから、平安時

代の後期頃に日前 。国懸神官の東に存在したとされる 「神官寺」との関係が考えられる。また鎌倉

時代から室町時代にかけては、土l坑など多くの遺構を北側微高地部を中心として検出しており、集

落の一部であることが明確である。江戸時代では、東西にのびる溝 3の北側が生活域とみらオ1、 溝

18が清 3と 直交することから屋敷地を区画する溝の可能性が考えられる。

以上のように、今回の調査では弥生時代から江戸時代にかけて多数の遺構、遺物を検出し、当地

が特に遺構の密集する地域であることがさらに明確となった。今後遺跡の広がりをさらに検討して

いかなければな らないもの と考え られる。

【参考文献】

『秋月遺跡第 6次発掘調査概報』 (財)和歌山市文化体育振興事業国 1998年

『秋月遺跡第 8次発掘調査概報』 (財)和歌山市文化体育振興事業団 2000年
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■ 第 22次調査

調 査 地 和歌山 ||∫
^番 J3番 l也

調査面積 500耐
位置と環境

国指定史跡である和歌山城は、紀ノ川下流域南||:の F`野 部に存■:す る独立丘陵、岡由に築かオ1た

平山城である。今回、和歌山市が二の丸庭園西側劫1の浚渫工事を実施することにな |〕 、この工事に

|｀Fつ て発掘調査が行われることになった。訓杏地はこの堀に架けられていたとさオ
´
lる 「御橋廊下J

の取り付き部分 (■の丸側を第 11X、 西のメL佃1を 第 21ス )、 堀内部の推定地と周辺のイilR裾部 (第

3区)である。

調査内容

主要な遺構 としては、第 31スで検出した御橋廊 ドのものとみ られる橋脚遺構の他、第 1・ 2区で

検出した多聞櫓、基礎石組等がある。第 1区では、現地表 (第 1層 )以下 7層の堆積を確認 してお

り、第 3・ 5。 7層 上面において多門櫓に関する礎石・石列を、第 3層上面において御橋廊下に関

する礎石、土塀の基礎にあたる石組、増敷遺構等を検出した。多門櫓はその構築面か ら3時期に区

分できる。第 7層上面で検出した礎石の内 2基は赤変してお り、周辺に焼土がみ られることか ら、

上部の建物が火災にあったものと考えられる。第 2区では、第 5層 L面において基礎石組や近代の

土坑を検出した。

第 3区 の橋脚遺構について、確認した礎石は 20基でその内本来の構造を残す ものは 6基である。

その出土状況か ら橋脚の配置は 3本 1組、 8列 とな り合計 24本 と復原できる。橋脚遺構の規模は

東西約 23m、 南北方向の間隔は東端で 3.5m、 西端で 2.5 rllを 波1り 、西の丸側の間隔が狭 くなって

いるが、これは石垣の高低差によるもので、橋脚の長さの違いを基底部の幅で調整したものとみられる。

調査位置図
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橋脚の基礎は杉の板材を口
′
:径約 1.41nの 円形に組み、

その中に礎イiを据えて粁i ll、 砂礫で内外を補強する

構造である。 llR材 の枚数は 25枚前後であり、中央

部を竹のタガで |』 定していることが確
`;gで

きた。礎

イ「は長方体の 11山 iに「 l形 のほぞ穴をもつもので、イf

材には花僣1川 緑岩を用いているが、イiナ亘裾部に置か

オ1た 3基については不定形な砂岩を用い、ほぞ穴

は方形の穴を半載したような形状を呈している。

出 11し た遺物は江戸時代のものが大半であ り、

土EllJ器 、国産陶磁器、瓦、上製品、金属製品、木

製品、縄、壁土等がある。第 1区では瓦博が多 く

出土 した他、肥前・瀬戸 美濃・産地不明の陶磁器

などがみられる。第 2区では肥前系陶磁器を中,と とヽ

した遺物が不i垣裏込内から出土した。第 3区では石

I「l裾部から軒丸瓦、軒平瓦等が多量に出土し、貝類

や松の種 7・などの自然遺物もみられた。また橋脚遺

構周辺からは鉄製の釘 。錠、鋼板等橋に関わる金具

や銭貨、板材、込栓等の木製部材が出土している。

橋脚遺構全景 (南東から)

橋脚基礎 (南 から)

また、今回の調査では、周辺の石Jllに ついても新たな知見を得ることができた。 ttll1 1は 南北長

約 100mを測る石垣で、石材には砂岩を用いてお り、打ち込みハギの布 Fl積みで構築されている。

イT垣 上面には幅 5 cmの溝状の凹みが 2ヶ 所、東面で刻自」を 2ヶ 所確認 してお り、調査 lX~中 央部、南

側では積み直 しの痕跡が観察できる。石垣 2は 南北長 110m、 堀底からの高さ 9.5mを 浪1る 砂岩打

ち込みハギの布 目積み石垣で、勾配は 76度である。基底部の状況を把握するために掘削を行つた

ところ、堀底か らさらに 3段の石垣を検出し、その最下段は 30 cmほ ど前面に張 り出していること

が明 らかになった。捨石は石垣 3段日の半ば まで堆積 してお り、 1.3m以 11の 厚みをもつことを確

認 した。ttIR 3は東西長 12 nlで全高 7mを製1る 石IBで、石垣 2と は約 100度の角度で組み合って

いる。 6～ 8段 目よ り下部は結晶片岩を用いた自然石の野面積み、上部は砂岩を用いた打ち込みハ

ギの布 目積みによって構築されているが、石lH 3下部は隅角部の切 り合いか ら石垣 2構築以前に既

に存在 したものとみ られ、使用石材や構築方法か ら和歌山城創建期に築かれたものと考えられる。

下部の勾配は 47度、上部の勾配は 83度 を沢1る 。石垣 4は堀底か ら3段 日までは砂岩、それより 11

は結晶片岩の害1石 を用いて構築されていることか ら、大規模な積み直しが行われたものとみ られた。

第 2区でサブ トレンチを設定 して掘削を行つたところ、裏込石や版築状の盛土を検出すると共に

17世紀後半か ら 18世紀前半の土器・陶磁器を確認することができたことか ら、石IB 4は 18世紀

代には積み直しが行われたものと考えられる。

まとめ

御橋廊下は二の丸 と西の丸を結んでいた廊下橋であ り、その架橋位置は『和歌山御城内惣御絵
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図』か ら、外観は『ニ ノ丸御橋廊 ド桁行弐拾歩一建地割』他 3枚の絵図か ら推定できる。『和歌山

御城内惣御絵図』の推定年代か ら考えると 18世紀末には存在 していたとみ られるが、構築時期を

示す史料は現在まで知 られていない。今回、発掘調査によってこれまで絵図等で知 られていた御橋

廊下を実際に遺構 としてその規模を確認できた。

橋脚基礎は橋脚の沈下を防く
゛
ための礎石を配 し、板材で覆った内外を粘土 と砂礫で補強するとい

う工法を用いていた。同様の工法は西の丸庭園の鳶魚閣でも用いられていたことが報告されている。

河川の土木工事に関する文献には類似 した工法がみ られるようであるが、現在のところ城郭におけ

る類例は知 られていない。礎石石材に関して、石IEl裾 部にのみ砂岩が使用されているが、 このよう

な石材の違いは橋架け替え時に変更されたとみることもできる。 17世紀代の石垣は砂岩が主体で

あることを考えると、砂岩の礎石は当初のものである可能性がある。また花商閃緑岩については、

石種の特徴か ら香川県庵治町に産する庵治石 と酷似 していることが指摘された。従来、吉宗期の石

垣に多 く用いられた花向岩質の石材は、新宮付近か ら運搬された花南斑岩 と考えられていたが、少

なくとも橋脚基礎の石材に関しては他藩のものである日∫能性が高いことが明らかになった。さらに

遺物に関して、橋脚基礎付近か ら地鎮等城郭普請に伴 う祭祀に用いられたとみ られる 12枚の寛永

通賓が出土 した。その字体か ら古寛永通賓 とみ られるが、その鋳造年代か ら 17世紀代に橋が存在

した可能性が考えられる。

周辺石垣について、石垣 2で は基底部下面及び前面に厚い捨石層が存在することが明らかとなっ

たが、その基底部構築状況の確認までには至 らなかった。石垣 3に ついては、砂層の上に礫を置き、

その上に石垣を構築 している状況を確認 したが、深掘調査範囲は一部であるため、石垣 2と 同様胴

木が使用されている II能性も残る。石垣 4の積み直しとその工法について確認できたとともに、そ

の時期は出土遺物か ら 18世紀代 とみ られる。

(註 1)奥田尚氏の御教示による。礎石周辺で採取した同質の石材を裸眼で観察していただいた。

【参考文献】

『史跡和歌山城第 22次発掘調査概報』 0和歌山市文化体育振興事業団 2000年
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上 第 21次調査

調 査 地 和歌山市一番丁 3番地

調査面積 20ぽ
位置と環境

史跡和歌山城は、紀ノ川下流域南岸の平野部にFf在する標高 48mの独立丘陵、岡山に築かねた

平山城である。岡山は、東西 2つの頂部を持つその景観から虎伏山とも称されており、中央の谷状

地形を挟んだ西側には天守閣、東側には本丸御殿跡が配置され、丘陵北側平地部に二の丸、さらに

その北側から東側にかけて三の丸、北西側に西の丸、丘陵西側から南側にかけて砂の丸 。南の丸が

それぞれ取り囲む形で配置されている。今回の調査は西の丸北西端部に位置する中消防署北側歩道

の拡張工事に伴うもので、周辺では東側隣接地で第 8次調査、南西隣接地で第 14次調査が行われ

ている。特に第 8次調査では内堀に関する石lB遺構が検出されている。

調査内容

調査は歩道拡張工事の立会調査時に内堀に関するとみられる石垣遺構を検出したことから、検出

石垣の写真撮影及び平面・立面図作成等の調査を行ったものである。

石垣は西側に位置する東面石垣と北側に位置する南面石垣を、約 85度 の角度をもって接して検

出した。東面石垣は長さ約 2m、 南面石垣は長さ約 3mを検出したが、東面石垣は上部石材を失っ

ており、南へ向かっての沈下した状況を観察することができた。南面石垣については上部石材は失

矯塁≡」し』=褻二』′こ 噛 ¨

,∂  県 道 和 歌 山 停 車 場 線  ′
'

調査位置図
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石垣 (南から)

われてお らず、その天端は標

高 5。90mを測るものである。

天端か ら深 さ約 lm分 の石垣

面 を確認 したが、基底部 まで

は達 しなかった。石垣の接す

る隅角部は互いに組み合って

お り、同時に築かれた ものと

み られ、東面石垣は南に、南

面石垣は東にそれぞれ延びて

いるものと考え られた。石垣

は砂岩を用 いた打ち込みハギ

の布 目積みであ り、裏込めに

砂岩礫 と結品片岩の割石を用

いたものであった。

まとめ

石垣 (東か ら)

石垣実測図

今回の調査で内堀に関するとみられる石垣遺構を検出した。石垣の構造について、石垣石材に砂

岩を用いた打ち込みハギの布目積みであり、裏込石材の状況などから江戸時代前期の築造と考えら

れる。調査地周辺の内堀は埋め立てられており、今回検出した石垣遺構は和歌山城の構造を知る上

で具体的な資料の提供であつたといえる。

【参考文献】

『史跡和歌山城 第 12次発掘調査概要報告書』 (財 )利 l歌 山市文化体育振興事業団 1994年

『和歌山市埋蔵文化財発掘調査年報』 5(財)和歌山市文化体育振興事業団 1998年
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Ⅲ .普及啓発活動

1.書籍刊行

埋蔵文化財の発掘調査報告書を刊行し、関係機関等へ配布した。

第 21集  『山口遺跡 第 6次発掘調査概報』            (平 成H年 3月 )

第 22集  『史跡和歌山城 第19次発掘調査概報』          (  ″  )

第 23集  『高井遺跡 第 2次発掘調査概報』            (平 成12年 3月 )

第 24集  『秋月遺跡 第 8次発掘調査概報』           (  ″  )

第 25集  『史跡和歌山城 第22次発掘調査概報』          (  〃  )

『和歌山市埋蔵文化財発掘調査年報 6』 ―平成 8(1996)。 平成 9(1997)年度―

(平成12年 3月 )

発掘調査報告書の編集を行った。

『和歌山市内遺跡発掘調査概報』―平成 9年度― (平成11年 3月 )和歌山市教育委員会発行

『和歌山市内遺跡発掘調査概報』―平成10年度― (平成12年 3月 )和歌山市教育委員会発行

埋蔵文化財調査報告部分の原稿を提供した。

『史跡和歌山城 石垣保存修理報告書』 (平成H年 3月 )

和歌山市産業部 和歌山城管理事務所発行

2.報告会等の開催

和歌山市教育委員会と共催で報告会等を実施した。

雄湊小学校児童対象の埋蔵文化財説明会

平成10年 6月 26日 雄湊小学校体育館 参加者 6年生児童約 50名

山口小学校児童対象の山口遺跡第 6次調査現地説明会

平成10年 8月 21日  山口小学校構内調査現場 参加者 4～ 6年生児童約 90名

直川小学校児童対象の高井遺跡第 2次調査現地説明会

平成11年 10月 20日 ～22日 (5回 )

直川小学校隣接地調査現場 参加者全校児童及び教職員約 270名

史跡和歌山城第22次調査現地説明会

平成12年 2月 5日 和歌山城内調査現場 参加者約200名

3.速報展等の開催

和歌山市立博物館と共催で速報展を実施した。

『第 3回和歌山市埋蔵文化財速報展 「発掘物語'99」 』

平成11年 4月 24日 ～ 6月 6日 和歌山市立博物館 特別展示室

速報展に伴い調査報告会を行った。

『ミュージアム・ トーク 「スライ ドで見る最新発掘情報 in wakayama cityJ』

平成11年 5月 12日 0 和歌山市立博物館 講義室
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え化財室

平成14年 3月 31日

和歌山市埋蔵文化財発掘調査年報 7

-平成10年度(1998年度)・ H年度(1999年度)一

編集 。発行 (財)和歌山市文化体育振興事業団

和歌山市西汀丁29番地

印   刷 中央印刷株式会社

◎ (ルD和歌山市文化体育振興事業団



西庄遺跡 滑石製子持勾玉出土状況




